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本
書
は
、
昭
和
二
十
四
年
三
條
西
家
か
ら
学
習
院
大
学
に
入
っ
た
も
の
で
、
現
在
、
同
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
研
究
室
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
資
料
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

　

袋
綴
の
冊
子
一
冊
（
紙
背
文
書
あ
り
）
。
三
條
西
家
家
紋
八
つ
丁
子
文
様
を
空
押
し
し
た
縹
色
表
紙
（
縦
二
六
㎝
×
横
二
一
・
二
㎝
）
。

『
万
葉
聞
書
』
と
い
う
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
表
紙
と
同
じ
く
、
学
習
院
大
学
に
入
る
際
に
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
二
十
四
枚
。

内
題
は
な
い
。
た
だ
ち
に
万
葉
集
巻
八
の
一
四
五
〇
番
歌
か
ら
始
ま
り
、
七
丁
表
ま
で
主
に
漢
字
平
仮
名
交
り
文
で
も
っ
て
巻
八
の
和
歌

一
四
一
首
を
抄
出
後
、
「
永
正
十
六　

六
月
十
七
了
」
と
い
う
日
付
、
目
録

（
１
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
七
丁
裏
か
ら
十
三
丁
表
ま
で
は

巻
九
の
和
歌
一
〇
八
首
、
そ
の
後
に
「
永
正
十
六　

六　

十
九
日
了
」
と
あ
り
、
一
丁
分
白
紙
を
挟
ん
で
、
十
五
丁
表
か
ら
二
十
四
丁
裏

ま
で
巻
十
一
の
二
五
八
首
が
同
じ
く
漢
字
平
仮
名
交
り
文
で
も
っ
て
抄
出
、
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
日
付
が
見
え
な
い
。
毎
半

葉
十
三
行
内
外
。
墨
校
、
書
入
れ
、
見
せ
消
ち
、
補
入
あ
り
。
奥
書
な
し
。
印
記
な
し
。
総
歌
数
五
〇
七
首
。
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内
題
も
奥
書
も
な
く
、
『
万
葉
聞
書
』
と
い
う
書
名
は
仮
の
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
巻
八
以
前
も
あ
っ
て
、
そ
こ
に
書
名
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
書
冒
頭
一
四
五
〇
番
歌
は
春
相
聞
第
三
首
に
あ
た
る
が
、
以
後
、
部
立
名
が
記
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
部
立
名
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
巻
八
で
は
春
雑
歌
に
相
当
す
る
歌
が
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
も
と
も
と
は
そ

れ
以
前
も
あ
っ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
目
録
に
見
え
る
「
屋ヤ

主ヌ
シ

ノ

真
人
」
は
春
雑
歌
一
四
四
二
番
歌
の
作
者
で
あ
る
。
ま

た
、
最
後
の
巻
十
一
の
二
七
八
四
番
歌
の
後
に
は
日
付
が
打
た
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
後
も
続
け
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
成
立
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
本
書
が
三
條
西
家
に
長
ら
く
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、

「
永
正
十
六　

六
月
十
七
了
」
（
七
丁
裏
）
「
永
正
十
六　

六　

十
九
日
了
」
（
十
三
丁
表
）
と
い
う
日
付
で
あ
る
。
永
正
十
六
（
一
五
一
九
）

年
と
言
え
ば
、
三
條
西
実
隆
六
十
五
歳
、
そ
の
息
公
条
三
十
三
歳
。
実
隆
の
日
記
『
実
隆
公
記
』
は
永
正
十
二
年
二
月
三
日
か
ら
永
正
十

六
年
十
二
月
ま
で
を
欠
い
て
お
り

（
２
）

、
こ
の
件
に
関
す
る
記
述
は
な
い
が
、
『
実
隆
公
記
』
に
よ
る
と
、
実
隆
は
永
正
八
年
六
月
、
公
条
の
求

め
で
は
じ
め
た
『
源
氏
物
語
』
講
釈
を
、
本
書
書
写
の
六
年
前
で
あ
る
永
正
十
年
六
月
十
七
日
か
ら
再
開
、
七
月
か
ら
は
二
と
七
の
日
を

定
例
日
と
定
め
、
翌
年
の
二
月
以
降
、
講
釈
を
再
興
し
て
お
り

（
３
）

、
実
隆
が
公
条
に
三
條
西
家
の
学
問
を
継
承
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
時
期

に
相
当
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
書
に
『
歌
枕
名
寄
』
に
関
す
る
注
記
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
万
葉
歌
の
抄
出
本
と
い
っ

た
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
以
下
の
通
り
、
『
歌
枕
名
寄
』
に
関
す
る
注
記
が
七
箇
所
見
え
る
。

　
　

①
一
四
七
四　

大オ
ホ

城キ

の
山　
　

右
筑
紫
大
城
歌
也　

私
名
寄
無
之

　
　

②
一
五
三
〇　

蘆ア
シ

城キ

野　
　
　

右
蘆
城
野
筑
前
国
云
々
名
寄
無
之

　
　

③
一
六
九
五　

泉
川　
　
　
　

名
寄
無
此
哥

　
　

④
一
七
四
六　

手
綱
の
濱　
　

名
寄
無
之



学
習
院
大
学
所
蔵
『
万
葉
聞
書
』
に
つ
い
て

25

　
　

⑤
一
七
七
二　

稲
見
野　
　
　

名
寄
イ
ナ
ミ
野
■
■
萩
の
哥
無
之
可
書
加
歟

　
　

⑥
一
八
〇
九　

処
女
墓　
　
　

右
■
■
私

ヲ
ト
メ
墓
事
全直
答

篇
可
見
也

　
　

⑦
二
六
七
四　

朽ク

網タ
ミ

山　
　
　

名
寄
無
之

　

樋
口
百
合
子
『
『
歌
枕
名
寄
』
伝
本
の
研
究
研
究
篇

資
料
編

（
４
）

』）
4
（

に
よ
る
と
、
三
條
西
家
に
は
実
隆
以
来
伝
来
さ
れ
た
『
歌
枕
名
寄
』
が
あ
っ
て
、
こ

れ
を
親
本
と
す
る
の
が
細
川
本
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
細
川
本
と
①
～
⑦
を
比
較
す
る
に

（
５
）

、
本
書
の
注
記
と
は
異
な
り
、
細
川
本
に
は
①
②

③
④
⑦
は
あ
る
一
方
、
⑤
「
稲
見
野
の
秋
芽
子
見
つ
つ
」
は
細
川
本
で
は
「
印
南
野
の
秋
見
つ
つ
」
と
「
秋
」
だ
け
で
、
萩
の
歌
と
し
て

は
存
在
し
な
い
と
い
う
点
で
は
こ
の
注
記
と
合
致
し
て
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。
ま
た
、
⑥
の
「
全
篇
」
と
あ
る
の
は
『
歌
枕
名
寄
』

の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
確
か
に
、
細
川
本
は
も
と
よ
り
『
歌
枕
名
寄
』
に
は
処
女
墓
の
歌
は
見
ら
れ
な
い
。
永
正
十
六
年
当
時
、
存
し
た

で
あ
ろ
う
三
條
西
家
の
『
歌
枕
名
寄
』
は
、
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
増
補
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
⑤
「
可
書
加

歟
」
⑥
「
全
篇
可
見
也
」
と
言
え
る
立
場
に
あ
る
の
は
三
條
西
家
の
当
主
と
そ
の
後
継
者
に
限
ら
れ
、
ま
た
、
⑥
「
全
篇
可
見
也
」
と
「
直

答
」
し
た
と
い
う
人
物
が
実
隆
だ
と
す
る
と
、
そ
の
聞
き
手
は
公
条
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

既
に
樋
口
前
掲
書
に
指
摘
の
あ
る
通
り
、
『
実
隆
公
記
』
に
は
『
歌
枕
名
寄
』
や
『
名
寄
』
が
度
々
見
え
、
就
中
、
本
書
書
写
の
九
年
前

の
永
正
七
年
三
月
二
日
の
条
に
「
宗
碩
法
師
来
、
宗
哲
、
宗
坡
等
同
道
、
名
寄
哥
不
審
所
々
以
愚
本
之
万
葉
以
下
比
校
之
帰
了

（
６
）

（
下
略
）
」

と
あ
り
、
連
歌
師
宗
碩
ら
が
連
れ
立
っ
て
来
訪
、
『
歌
枕
名
寄
』
中
に
あ
る
万
葉
歌
の
不
審
の
箇
所
を
尋
ね
ら
れ
た
実
隆
が
、
所
持
す
る

『
万
葉
集
』
等
に
よ
っ
て
比
校
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
長
享
三
（
一
四
八
九
）
年
五
月
、
実
隆
は
三
十
五
歳
で
万
葉
部

類
書
『
一
葉
抄
』
を
著
し
た
後
も
、
終
生
、
万
葉
集
研
究
を
続
け
て
お
り
、
『
歌
枕
名
寄
』
『
万
葉
集
』
双
方
に
通
じ
て
い
る
実
隆
な
ら
で

は
の
来
訪
で
あ
っ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。

　

以
上
、
本
書
の
成
立
を
実
隆
が
主
導
し
た
も
の
と
し
、
従
っ
て
こ
れ
を
仮
題
の
通
り
「
聞
書
」
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
実
隆
が
講
述
し
、
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公
条
が
書
写
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
は
言
え
、
本
書
で
、
最
も
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
万
葉
歌
の
訓
點
で
あ
り
、
本
書
の
内
容
と

し
て
は
、
そ
の
他
に
は
先
述
の
『
歌
枕
名
寄
』
に
関
す
る
注
記
と
、
語
釈
が
一
箇
所
（
後
述
す
る
）
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

　

先
に
触
れ
た
通
り
、
本
書
で
は
、
和
歌
の
表
記
は
漢
字
平
仮
名
交
り
文
を
主
と
し
て
、
注
意
す
べ
き
訓
読
に
は
、
例
え
ば
、「
穴ア

ナ
イ
キ
ツ
カ
シ

氣
衝
」

（
巻
八
、
一
四
五
四
）
、
「
恋コ

ヒ

宿ヌ
ル

合ネ

歓フ

木ノ

花ハ
ナ

」
（
巻
八
、
一
四
六
一
）
な
ど
要
所
要
所
に
、
漢
字
原
文
を
表
記
し
た
上
で
右
に
片
仮
名
傍
訓
を

付
す
。
そ
の
他
、
「
恋
し之

け家

ば婆

」
（
巻
八
、
一
四
七
一
）
、
「
め目

つ頬
ら
し布
く
」
（
巻
八
、
一
六
二
七
）
な
ど
の
振
り
漢
字
、
「
秋
は
き
手
折レ

」
（
巻

八
、
一
五
三
四
）
、「
開ク

な
ゆ
め
と
」
（
巻
九
、
一
七
四
〇
）
な
ど
、
片
仮
名
に
よ
る
送
り
仮
名
も
見
ら
れ
、
訓
読
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
訓
読
に
問
題
が
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　
　

牡
コ
ト
ヒ

牛ウ
シ

の
三ミ

ヤ
ケ宅

の
酒
に
さ
し
む
か
ふ
│
（
巻
九
、
一
七
八
〇
）

　
　

人
と
な
る 

云
々 

天ア
マ

離
サ
カ
ル

夷ヒ
ナ

治
オ
サ
メ

に
と
│
（
巻
九
、
一
七
八
五
）

と
い
っ
た
長
歌
は
も
と
よ
り
、
短
歌
体
の
場
合
も

　
　

健マ
ス

男ラ
ヲ

の
│
（
巻
十
一
、
二
三
五
四
）

　
　

若ミ
カ

月
の
さ
や
か
に
（
巻
十
一
、
二
四
六
四
）

な
ど
、
歌
の
大
半
が
略
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

本
書
が
依
拠
し
た
『
万
葉
集
』
の
訓
の
系
統
を
論
じ
る
前
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
一
葉
抄
』
完
成
か
ら
三
十
年
後
の
永
正
十
六

年
、
本
書
が
書
写
さ
れ
る
時
点
で
三
條
西
家
に
あ
っ
た
自
家
本
『
万
葉
集
』
と
『
一
葉
抄
』
が
依
拠
し
た
そ
れ
と
は
必
ず
し
も
同
一
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
隆
が
『
一
葉
抄
』
を
編
む
に
あ
た
り
依
拠
し
た
『
万
葉
集
』
は
、
文
明
十
七
（
一
四
八
五
）
年
、
宗
祇
か

ら
贈
ら
れ
た
十
四
冊
（
巻
七
～
巻
二
十
）
と
そ
の
欠
本
を
補
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
『
実
隆
公
記
』
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
整
備

と
校
合
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
主
な
も
の
だ
け
で
も
、
延
徳
三
（
一
四
九
一
）
年
九
月
二
十
四
日
の
条
「
萬
葉
注
釈
終
書
写
功
了
」
と
あ
っ
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て
仙
覚
の
『
萬
葉
集
注
釋
』
の
書
写
を
終
え
た
こ
と
、
ま
た
、
同
年
十
一
月
十
四
日
の
条
「
抑
万
葉
集
四
冊

不
足
、
十
六
冊
玄
淸
持
來
、
是
淸
蓮

花
院
所
持
本
也

（
７
）

」
と
あ
り
、
連
歌
師
玄
清
に
よ
っ
て
「
淸
蓮
花
院
」
（
正
親
町
三
条
実
雅
）
の
所
持
し
た
『
万
葉
集
』
十
六
冊
が
も
た
ら
さ

れ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

本
書
と
『
一
葉
抄
』
の
相
違
で
、
ま
ず
、
注
目
し
た
い
の
は
、
『
一
葉
抄
』
（
巻
七
～
巻
二
十
）
で
は
、
訓
読
上
問
題
が
あ
る
箇
所
に
は

二
種
の
訓
文
を
記
し
た
も
の
が
多
く
、
概
ね
、
仙
覚
本
寛
元
本
系
統
に
近
い
主
文
に
対
し
て
、
仙
覚
文
永
本
系
統
の
訓
を
書
入
れ
て
い
る

（
８
）

の
に
対
し
て
、
本
書
の
場
合
は
二
種
の
訓
文
を
記
し
た
も
の
が
次
の
二
箇
所
し
か
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
青
山
」
の
「
青
」

右
に
「
ア
ヲ
」
、
左
に
「
オ
ク
」
（
巻
十
一
、
二
七
〇
七
）
、
「
含
」
右
「
フ
ヽ
メ
ル
」
、
左
に
「
ツ
ホ
メ
ル
」
（
巻
十
一
、
二
七
八
三
）
の
二

箇
所
で
あ
る
が
、
前
者
は
そ
も
そ
も
類
聚
古
集
と
紀
州
本
に
そ
れ
ぞ
れ
二
種
併
記
さ
れ
、
ま
た
、
後
者
は
、
仙
覚
文
永
本
が
い
ず
れ
も
、

右
に
「
フ
ヽ
メ
ル
」
、
漢
字
左
に
「
ツ
ホ
メ
ル
」
と
し
て
お
り
、
本
書
を
書
写
し
た
時
点
で
依
拠
し
た
一
本
に
元
々
併
記
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
例
を
別
に
す
る
と
、
本
書
の
場
合
は
一
つ
の
訓
に
確
定
す
る
傾
向
が
強
く
、
従
っ
て
、
本
書
に
見
ら
れ
る
訓

は
お
そ
ら
く
実
隆
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
と
本
書
に
重
出
す
る
歌
四
十
八
首
の

中
で
、
明
ら
か
な
誤
写
・
誤
脱
、
仮
名
遣
い
等
（
本
書
に
も
『
一
葉
抄
』
と
同
様
、
特
徴
的
な
仮
名
遣
い
が
見
ら
れ
る
が
今
は
措
く
）
の

違
い
を
除
き
、
相
違
の
目
立
つ
箇
所
を
『
一
葉
抄
』
、
本
書
の
順
に
掲
出
（
傍
線
筆
者
）
し
、
本
書
の
訓
の
傾
向
を
見
て
行
く
。

　
　

①
こ
ゝ
ろ
う
き
物
に
そ
あ
り
け
る
春
霞
た
な
ひ
く
と
き
に
こ
ひ
の
し
け
れき

は
（
一
三
二
）

　
　
　

情
コ
ヽ
ロ

具ク

伎
物
に
そ
あ
り
け
る
春
霞
た
な
ひ
く
時
に
恋
の
し
け
れ
は
（
巻
八
、
一
四
五
〇
）

　
　

②
あ
わ
雪
の
ほ
と
ろ
〳
〵
に
ふ
り
し
け
は
な
ら
の
み
や
こ
し
を
も
ほ
ゆ
る
か
も
（
二
三
八
）

　
　
　

あ
は
雪
の
ほ
と
ろ
〳
〵
と
ふ
り
し
け
は
な
ら
の
都
し
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
（
巻
八
、
一
六
三
九
）

　
　

③
あ
さ
も
よ
ひ
き
へ
ゆ
く
君
□

（
か
カ
）

ま
つ
ち
や
ま
こ
へ
ら
ん
け
ふ
そ
雨
な
ふ
り
そ
ね
（
一
六
）
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朝ア
サ

裳モ

𠮷ヨ
イ

木
へ
行
君
か
信マ

土ツ
チ

山
―
（
巻
九
、
一
六
八
〇
）

　
　

④
う
ち
た
を
る
た
む
の
山
き
り
□
け
き
か
も
ほ
そ
川
の
瀬
□
浪
さ
わ
き
け
る
（
一
六
九
）

　
　
　

ウ
チ

手タ

折ヲ
ル

多タ
ム

武ノ

山
霧
し
け
き
か
も
細
川
の
瀬
に
浪
の
さ
は
（（

消
）けけ

るり

）
（
巻
九
、
一
七
〇
四
）

　
　

⑤
ぬ
は
た
ま
の
よ
る
き
り
た
ち
ぬ
こ
ろ
も
て
の
た
か
や
の
う
へ
に
た
な
ひ
く
ま
て
に
（
一
七
〇
）

　
　
　

黒
玉
の
夜
霧
は
立
ぬ
衣
手
の
高
屋
の
う
へ
に
た
な
ひ
く
ま
て
に
（
巻
九
、
一
七
〇
六
）

　
　

⑥
お
も
や
ま
に
か
す
み
た
な
ひ
き
さ
夜
ふ
□
□
わ
か
舟
と
め
ん
と

□
（
ま
カ
）

り
し
ら
す
も
（
一
三
四
）

　
　
　

母ヲ
モ

山ヤ
マ

に
霞
た
な
ひ
く
（
巻
九
、
一
七
三
二
）

　
　

⑦
あ
す
よ
り
は
わ
れ
は
こ
い
ん
◦な

な
ほ
り
や
ま
いい

はし

ふ
み
な
ら
し
き
み
か
こ
ゑ
い
な
は
（
四
九
四
）

　
　
　

あ
す
よ
り
は
わ
れ
は
恋
ん
な
名ナ

ホ
リ欲

山
石イ

ハ

踏フ
ミ

平
ナ
ラ
シ

君
か
こ
え
い
な
は
（
巻
九
、
一
七
七
八
）

　
　

⑧
い
つ
と
て
も
恋
せ
ぬヌ

ト

キ

ト

ハ

ア

ハ

子

時
は
な
け
れ
と
も
夕ユ

ウ

方カ
タ

抂マ
ケ

て
恋
は
す
へ
な
し
（
三
八
〇
）

　
　
　

何イ
ツ
ト
テ
モ時

恋
ぬ
時
と
は
あ
ら
ね
共
夕
方
抂

マ
ケ
テ

恋
は
す無

へ乏

な
し
（
巻
十
一
、
二
三
七
三
）

　
　

⑨
あ
ら
た
ま
の
い
つ
と
せ
ふ
れ
と
わ
か
こ
ふ
る
跡
な
き
恋
の
や
ま
ぬ
あ
や
し
さ
（
三
二
八
）

　
　
　

麁ア
ラ

玉タ
マ

の
五イ

ツ

年ト
セ

ふ
と
も
（
巻
十
一
、
二
三
八
五
）

　
　

⑩
ゆ
け
と
〳
〵
あ
は
ぬ
い
も
ゆ
へ
久
賢
の
あ
ま
の
露
霜
ぬ
れ
に
た
る
哉
（
二
一
〇
）

　
　
　

ゆ
け
と
〳
〵
あ
は
ぬ
■
い
も
ゆ
へ
久
方
の
天ア

マ

露
霜
に
ぬ
れ
に
た
る
か
も
（
巻
十
一
、
二
三
九
五
）

　
　

⑪
を
と
め
ら
かヲ

袖
ふ
る
山
の
み
つ
か
き
の
久
し
き
よ
ゝ
り
お
も
ひ
き
わ
れ
は
（
五
〇
五
）

　
　
　

處ヲ
ト
メ女

等ラ

を
袖
ふ
る
山
の
水
垣
の
久
し
き
世
よ
り
お
も
ひ
き
わ
れ
は
（
巻
十
一
、
二
四
一
五
）

　
　

⑫
か
にク

山
に
雲
ゐ
た
な
ひ
き
お
ほ
ゝ
し
く
あ
ひ
み
し
こ
ら
を
の
ち
こ
い
む
か
も
（
八
七
）
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香カ
ク

山ヤ
マ

に
雲ク

モ

位ヰ

た
な
ひ
き
（
巻
十
一
、
二
四
四
九
）

　
　

⑬
な
る
神
の
し
は
し
うト

ヨ

ミ

テ

こ
き
て
さ
し
く
も
り
あ
め
も
ふ
ら
なハ

ヤ

ん
君
をカ

ト

マ

ラ

ン

と
ゝ
め
ん
（
三
一
〇
）

　
　
　

雷ナ
ル

神カ
ミ

の
し
は
し
と
よ
み
て
さ
し
く
も
り
雨
の
ふ
ら
は
や
君
か
と
ま
ら
ん
（
巻
十
一
、
二
五
一
三
）

　
　

⑭
久
か
た
の
は
に
ふ
の
こ
屋
に
こ
さ
め
ふ
り
と
こ
さ
へ
ぬ
れ
ぬ
み
に
そ
へ
わ
き
も
こ
（
三
六
）

　
　
　

彼ヲ
チ

方カ
タ

の
赤ハ

ニ

土フ
ノ

小
屋
に
霂コ

―
サ
メ

ふ
り
床
さ
へ
ぬ
れ
ぬ
身
に
そ
へ
わ
き
も
（
巻
十
一
、
二
六
八
三
）

　
　

⑮
い
も
か
門
ゆ
き
す
き
か
て
ぬ
ひ
さ
か
た
の
雨
も
ふ
ら
ぬ
か
そ
を
よ
し
に
せ
む
（
三
八
）

　
　
　

妹
か
門
行
過
か
ね
つ
久
方
の
雨
も
ふ
ら
ぬ
か
そ其

を
よ
し
に
せ
ん
（
巻
十
一
、
二
六
八
五
）

こ
れ
ら
の
例
を
見
て
先
ず
気
が
付
く
の
は
、
仙
覚
本
系
統
の
中
で
も
文
永
本
に
近
い
と
さ
れ
る
『
一
葉
抄
』
榜
書
の
訓
と
本
書
の
訓
と
が
、

⑦
を
除
き
、
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
傍
書
の
あ
る
『
一
葉
抄
』
の
訓
、
本
書
の
訓
を
順
に
掲
出
す
る
（
括
弧
内
は
文
永
本
で
あ
る

西
本
願
寺
本
の
訓
を
参
考
に
掲
げ
た
）
。

⑦
「
いい

はし

ふ
み
な
ら
し
」
「
石イ

ハ

踏フ
ミ

平
ナ
ラ
シ

」
（
「
イ
ハ
フ
ミ
ナ
ラ
シ
」
、
「
石
」
左
ニ
別
筆
「
イ
シ
ィ
」
）

⑧
「
恋
せ
ぬヌ

ト

キ

ト

ハ

ア

ハ

子

時
は
な
け
れ
と
も
」
「
恋
ぬ
時
と
は
あ
ら
ね
共
」
（
「
コ
ヒ
ヌ
ト
キ
ト
ハ
ア
ラ
子
ト
モ
」
、
「
ヌ
ト
キ
ト
ハ
ア
ラ
子
」
青
）

⑪
「
を
と
め
ら
かヲ

」
「
處ヲ

ト
メ女

等ラ

を
」
（
「
ヲ
ト
メ
ラ
ヲ
」
、
下
ノ
「
ヲ
」
青
）

⑫
「
か
にク

山
」
「
香カ

ク

山ヤ
マ

」
（
「
カ
ク
ヤ
マ
」
）

⑬ 

「
うト

ヨ

ミ

テ

こ
き
て
」
「
と
よ
み
て
」
（
「
ト
ヨ
ミ
テ
」
青
、
漢
字
左
「
ウ
コ
キ
テ
」
）
、
「
あ
め
も
ふ
ら
なハ

んヤ

」
「
雨
の
ふ
ら
は
や
」
（
「
ア
メ
ノ
フ
ラ

ハ
ヤ
」
、
「
ハ
ヤ
」
青
）
、
「
君
をカ

ト

マ

ラ

ン

と
ゝ
め
ん
」
「
君
か
と
ま
ら
ん
」
（
「
キ
ミ
ヤ
ト
マ
ラ
ム
」
、
「
ト
マ
ラ
ム
」
モ
ト
青
）

『
一
葉
抄
』
の
訓
で
、
主
文
⑫
「
か
に
山
」
、
榜
書
⑧
「
ア
ハ
子
」
は
、
現
存
す
る
萬
葉
集
諸
本
に
見
え
な
い
独
自
の
訓
で
あ
る
が
、
前
者

を
「
か
こ
山
」
、
後
者
を
「
ア
ラ
子
」
の
誤
り
と
推
測
す
る
と
、
『
一
葉
抄
』
主
文
は
、
非
仙
覚
本
系
統
の
訓
（
仙
覚
寛
元
本
と
も
一
致
）
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で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
一
葉
抄
』
榜
書
と
本
書
の
訓
は
一
致
し
て
仙
覚
文
永
本
系
統
の
訓
を
取
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、
仙
覚
紺
青
訓

（
⑫ 
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
「
ク
」
青
）
で
も
あ
る
。
本
書
の
こ
れ
ら
の
訓
は
、
ほ
ぼ
西
本
願
寺
本
と
一
致
し
て
い
る
が
、
⑬
「
君
か
と

ま
ら
ん
」
だ
け
が
、
「
キ
ミ
ヤ
」
を
と
る
西
本
願
寺
本
と
は
相
違
し
、
金
沢
文
庫
本
（
「
キ
ミ
ヤ
ト
マ
ラ
ム
」
の
「
キ
ミ
ヤ
」
ノ
右
ニ
貼
紙

別
筆
「
キ
ミ
カ
」
）
・
京
都
大
学
本
（
「
キ
ミ
カ
ト
マ
ラ
ム
」
）
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
⑦
だ
け
が
、
榜
書
の
平
仮
名
訓
「
い
し
」
を
本
書

「
石イ

ハ

」
は
採
用
し
て
い
な
い
が
、
「
い
し
」
は
廣
瀬
本
に
見
え
る
古
次
点
（
西
本
願
寺
本
に
も
残
る
）
で
あ
り
、
仙
覚
に
よ
る
改
訓
で
は
な

い
と
い
う
点
で
、
上
記
の
例
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
本
書
の
採
択
し
た
こ
れ
ら
仙
覚
の
訓
の
多
く
は
今
で
も
通
用
し
、
⑦
「
石イ

ハ

踏フ
ミ

平
ナ
ラ
シ

」

⑪
「
處ヲ

ト
メ女

等ラ

を
」
⑫
「
香カ

ク

山ヤ
マ

」
は
今
日
、
定
訓
と
な
っ
て
い
る
。
⑧
「
恋
ぬ
時
と
は
あ
ら
ね
共
」
も
多
く
の
注
釈
書
で
支
持
さ
れ
、
⑬
「
と

よ
み
て
」
も
漢
字
原
文
「
動
」
に
「
ト
ヨ
ム
」
の
訓
を
付
け
る
こ
と
自
体
は
動
か
な
い
。
仙
覚
の
『
萬
葉
集
注
釋
』
の
書
写
を
終
え
た
成

果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
『
一
葉
抄
』
の
主
文
と
本
書
が
相
違
す
る
箇
所
を
、
以
下
、
榜
書
の
場
合
と
同
様
に
示
す
。

①
「
こ
ゝ
ろ
う
き
」
「

情
コ
ヽ
ロ

具ク

伎
」
（
「
コ
ヽ
ロ
ク
キ
」
、
「
ク
」
青
）
、
「
し
け
き
は
」
「
し
け
れ
は
」
（
「
シ
ケ
レ
ハ
」
）

②
「
ほ
と
ろ
〳
〵
に
」
「
ほ
と
ろ
〳
〵
と
」
（
「
ホ
ト
ロ
ホ
ト
ロ
ニ
」
）

③
「
あ
さ
も
よ
ひ
」
「
朝ア

サ

裳モ

𠮷ヨ
イ

」
（
「
ア
サ
モ
ヨ
イ
」
、
「
イ
」
モ
ト
青
）

④
「
浪
さ
わ
き
け
る
」
「
浪
の
さ
は
（（

消
）けケ

るリ

）
（
「
ナ
ミ
ノ
サ
ワ
ケ
ル
」
、
「
ノ
サ
ワ
」
モ
ト
青
）

⑤
「
よ
る
き
り
」
「
夜
霧
は
」
（
「
ヨ
キ
リ
ハ
」
、
「
ヨ
キ
リ
ハ
」
モ
ト
青
）

⑥
「
た
な
ひ
き
」
「
た
な
ひ
く
」
（
「
タ
ナ
ヒ
キ
」
）

⑨
「
ふ
れ
と
」
「
ふ
と
も
」
（
「
フ
レ
ト
」
）

⑩ 

「
あ
ま
の
露
霜
」
「
天ア

マ

露
霜
に
」
（
「
ア
マ
ツ
ユ
シ
モ
ニ
」
）
、
「
ぬ
れ
に
た
る
哉
」
「
ぬ
れ
に
た
る
か
も
」
（
「
ヌ
レ
ニ
タ
ル
カ
ナ
」
、
「
ナ
」
ノ
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右
ニ
「
モ
古
―
」
）

⑭
「
久
か
た
の
」
「
彼ヲ

チ

方カ
タ

の
」
（
「
ヲ
チ
カ
タ
ノ
」
、
漢
字
ノ
左
ニ
「
ヒ
サ
カ
タ
」
）
、
「
わ
き
も
こ
」
「
わ
き
も
」
（
「
ワ
キ
モ
」
）

⑮
「
ゆ
き
す
き
か
て
ぬ
」
「
行
過
か
ね
つ
」
（
「
ユ
キ
ス
キ
カ
ネ
ツ
」
）

『
一
葉
抄
』
の
主
文
で
非
仙
覚
本
系
統
の
訓
（
③
⑮
以
外
は
仙
覚
寛
元
本
と
も
一
致
）
と
一
致
す
る
①
「
こ
ゝ
ろ
う
き
」
・
「
し
け
き
は
」
③

「
あ
さ
も
よ
ひ
」
④
「
浪
さ
わ
き
け
る
」
⑤
「
よ
る
き
り
」
⑩
「
ぬ
れ
に
た
る
哉
」
⑮
「
ゆ
き
す
き
か
て
ぬ
」
に
対
し
て
、
本
書
の
訓
①

「

情
コ
ヽ
ロ

具ク

伎
」
・
「
し
け
れ
は
」
、
③
「
朝ア

サ

裳モ

𠮷ヨ
イ

」
⑤
「
夜
霧
は
」
⑮
「
行
過
か
ね
つ
」
は
仙
覚
本
系
統
と
一
致
（
⑮
は
仙
覚
文
永
本
と
の
み
一

致
）
、
①
（
「

情
コ
ヽ
ロ

具ク

伎
」
の
み
）
③
⑤
は
仙
覚
紺
青
訓
で
あ
る
。
④
は
、
一
旦
、
仙
覚
文
永
本
と
同
じ
く
（
仮
名
遣
い
を
除
く
）
「
浪
の
さ

は
け
る
」
（
漢
字
原
文
「
波
驟
祁
留
」
）
と
し
な
が
ら
も
、
「
け
る
」
を
「
ケ
リ
」
と
訂
正
、
「
浪
の
さ
は
け
り
」
と
す
る
が
、
こ
う
し
た
訓

は
現
存
す
る
萬
葉
集
諸
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
け
り
」
と
結
ん
で
い
る
の
は
藍
紙
本
「
な
み
さ
わ
き
け
り
」
・
類
聚
古
集
「
な
み
さ
は

き
け
り
」
と
二
本
だ
け
だ
が
、
本
書
は
「
浪
の
さ
は
け
り
」
と
し
た
の
か
、
或
い
は
、「
な
み
さ
は
き
け
り
」
を
採
用
す
る
つ
も
り
で
、「
け

り
」
だ
け
書
入
れ
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
⑩
「
ぬ
れ
に
た
る
か
も
」
は
、
廣
瀬
本
「
ヌ
レ
ニ
タ
ル
カ
モ
」
、
仙
覚
文
永
本
で
あ
る

西
本
願
寺
本
・
紀
州
本
・
温
古
堂
本
で
「
ヌ
レ
ニ
タ
ル
カ
ナ
」
に
「
ナ
」
を
「
モ
」
と
す
る
書
入
が
あ
っ
て
本
書
の
訓
と
一
致
す
る
が
、

仙
覚
文
永
十
年
寂
印
成
俊
本
に
は
書
入
が
な
い
。

　
『
一
葉
抄
』
の
主
文
で
仙
覚
寛
元
本
系
統
（
た
だ
し
、
仙
覚
文
永
本
系
統
の
漢
字
左
傍
訓
は
含
ま
な
い
）
と
の
み
一
致
す
る
⑩
「
あ
ま
の

露
霜
」
（
京
大
本
「
ア
マ
ツ
ユ
シ
モ
ニ
」
、
「
マ
」
ノ
下
ニ
代
赭
書
入
「
ノ
」
）
⑭
「
久
か
た
の
」
（
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
・
京
大
本
代
赭
書

入
）
に
対
し
て
、
本
書
の
訓
⑩
「
天ア

マ

露
霜
に
」
は
京
大
本
代
赭
書
入
以
外
の
諸
本
、
⑭
「
彼ヲ

チ

方カ
タ

の
」
は
、
廣
瀬
本
、
及
び
仙
覚
文
永
本
の

訓
と
一
致
す
る
。

　

一
方
、
『
一
葉
抄
』
の
主
文
②
「
ほ
と
ろ
〳
〵
に
」
⑥
「
た
な
ひ
き
」
⑨
「
ふ
れ
と
」
が
西
本
願
寺
本
は
も
と
よ
り
、
諸
本
の
ほ
と
ん
ど
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と
一
致
す
る
の
と
は
違
っ
て
、
本
書
に
②
「
ほ
と
ろ
〳
〵
と
」
（
漢
字
原
文
「
保
杼
呂
保
杼
呂
爾
」
）
⑥
「
た
な
ひ
く
」
（
漢
字
原
文
「
棚

引
」
）
⑨
「
ふ
と
も
」
（
漢
字
原
文
「
雖
經
」
）
と
い
っ
た
例
の
あ
る
こ
と
も
見
逃
が
せ
な
い
。
本
書
と
合
致
す
る
の
は
，
②
「
ほ
と
ろ
〳
〵

と
」
は
非
仙
覚
本
の
紀
州
本
（
「
ホ
ト
ロ
ホ
ト
ロ
ト
」
）
、
⑥
「
た
な
ひ
き
」
は
同
じ
く
非
仙
覚
本
の
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
（
「
た
な
ひ
き
」
、

「
き
」
右
ニ
「
ク
」
別
筆
カ
）
の
み
で
、
⑨
は
、
諸
本
に
例
を
見
な
い
独
自
訓
で
あ
る
。
『
一
葉
抄
』
に
見
え
る
独
自
の
訓
に
つ
い
て
は
、

「
助
詞
に
関
し
て
、
萬
葉
集
の
本
文
か
ら
離
れ
る
、
や
や
緩
や
か
な
訓
読
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
」
、
「
ま
た
動
詞
の
活
用
語
尾
に
特
別
の
注
意

を
払
っ
て
」
い
る
と
さ
れ
る
が

（
９
）

、
本
書
の
、
動
詞
の
活
用
語
尾
の
相
違
す
る
⑥
「
た
な
ひ
く
」
⑨
「
ふ
と
も
」
や
、
漢
字
原
文
か
ら
は
や

や
離
れ
た
②
「
ほ
と
ろ
〳
〵
と
」
な
ど
は
、
依
拠
し
た
本
の
訓
に
従
っ
た
と
も
、
或
い
は
『
一
葉
抄
』
に
見
ら
れ
る
独
自
の
訓
の
傾
向
と

軌
を
一
に
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
と
本
書
に
重
出
す
る
歌
四
十
八
首
の
中
で
、
合
致
は
し
て
い
る
も
の
の
双
方
、
非
仙
覚
本
系
統
の
訓
で
あ

る
例
も
あ
る
。

　
　

⑯
あ
を
や
き
の
か
つ
ら
き
山
に
た
つ
雲
の
た
ち
て
も
ゐ
て
も
い
も
を
し
そ
思
ふ
（
九
〇
）

　
　
　

春ア
ヲ

楊ヤ
キ

の

葛
カ
ツ
ラ
キ

山
に
立
雲
の
（
巻
十
一
、
二
四
五
三
）

双
方
一
致
し
て
「
あ
を
や
き
の
」
「
春ア

ヲ

楊ヤ
キ

の
」
（
西
本
願
寺
本
「
ハ
ル
ヤ
ナ
キ
」
、
五
字
青
）
と
す
る
が
、
こ
れ
は
、
非
仙
覚
本
系
統
の
訓

（
仙
覚
寛
元
本
と
も
一
致
。
た
だ
し
、
仙
覚
文
永
本
系
統
の
漢
字
左
傍
訓
は
含
ま
な
い
）
で
あ
り
、
嘉
暦
伝
承
本
・
類
聚
古
集
書
入
・
廣
瀬

本
・
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
と
一
致
す
る
。

　

仙
覚
本
に
従
っ
た
①
「

情
コ
ヽ
ロ

具ク

伎
」
⑤
「
夜
霧
は
」
⑭
「
彼ヲ

チ

方カ
タ

の
」
「
わ
き
も
」
⑮
「
行
過
か
ね
つ
」
は
今
日
、
定
訓
と
な
っ
て
お
り
、

先
述
し
た
⑦
⑪
⑫
と
同
様
、
当
時
と
し
て
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
②
「
ほ
と
ろ
〳
〵
と
」
（
漢

字
原
文
「
保
杼
呂
保
杼
呂
爾
」
）
④
「
浪
の
さ
は
（（

消
）けケ

るリ

）
」
（
漢
字
原
文
「
波
驟
祁
留
」
）
と
言
っ
た
漢
字
原
文
か
ら
は
離
れ
た
訓
の
あ
る



学
習
院
大
学
所
蔵
『
万
葉
聞
書
』
に
つ
い
て

33

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　

以
上
、
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
と
重
出
す
る
歌
四
十
八
首
の
本
書
の
訓
の
傾
向
を
見
て
来
た
。
本
書
の
多
く
は
仙
覚
の
改
訓
に
従
う
一
方
、

一
部
に
非
仙
覚
本
系
統
の
訓
や
、
現
存
す
る
万
葉
集
諸
本
に
見
え
な
い
訓
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
本
書
全
般
に
お
い
て

も
ほ
ぼ
同
様
に
捉
え
ら
れ
る
。
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
本
書
の
訓
は
概
ね
、
仙
覚
文
永
本
系
統
に
近
い
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
、

非
仙
覚
本
と
の
み
一
致
す
る
も
の
、
例
え
ば
「
指テ

ニ

折ヲ
リ

て
」
（
巻
八
、
一
五
三
七
）
（
類
聚
古
集
「
て
に
と
り
て
」
、
墨
ニ
テ
「
と
」
ヲ
消
シ
テ
、

ソ
ノ
右
ニ
「
を
」
・
廣
瀬
本
「
テ
ニ
オ
リ
テ
」
）
、
「
灼イ

チ
シ
ル
ク然

」
（
巻
十
一
、
二
四
九
七
）
（
嘉
暦
伝
承
本
「
い
ち
し
る
く
」
・
廣
瀬
本
「
イ
チ
シ

ル
ク
」
）
な
ど
、
散
見
す
る
が
、
非
仙
覚
本
系
統
の
訓
と
し
て
は
非
仙
覚
本
単
独
の
訓
は
少
な
く
、
そ
の
多
く
は
、
仙
覚
寛
元
本
系
統
と
も

合
致
す
る
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
、
『
一
葉
抄
』
の
依
拠
し
た
本
文
に
近
い
と
も
言
え
る
が
、
本
書
に
は
、
そ
れ
よ
り
も
多
様

な
訓
が
認
め
ら
れ
、
諸
本
に
見
え
な
い
独
自
訓
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
の
訓
が
取
捨
選
択
さ
れ
た
結
果
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
一
箇
所
だ
け
見
え
る
語
釈

）
10
（

に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
「
松マ

ツ
カ
ヘ
リ反

四シ
ヒ
ニ臂

て
あ
れ
や
は
三
栗
の
中
に
い
て
こ
す
│　

」
（
巻
九
、

一
七
八
三
）
に
続
け
て
「
釈
か
ゝ
り
」
（
十
一
丁
裏
）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
上
二
句
「
松
反
り
し
ひ
て
あ
れ
や
は

）
11
（

」
は
今
日
で
も
難

解
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
上
二
句
を
、
大
伴
家
持
の
「
放
逸
せ
る
鷹
を
思
ひ
、
夢
に
見
て
感
悦
し
て
作
る
歌
」
の
反
歌
「
松
反
り
し
ひ
て

あ
れ
か
も
さ
山
田
の
翁
が
そ
の
日
に
求
め
あ
は
ず
け
む
」
（
巻
十
七
、
四
〇
一
四
）
の
上
二
句
が
模
し
た
と
さ
れ
る
が
、
橋
本
進
吉
が
甲
類

の
「
ひ
」
で
あ
る
「
し
ひ
」
（
一
七
八
三
番
歌
「
四
臂
」
、
四
〇
一
四
番
歌
「
之
比
」
）
は
盲メ

シ
ヒ目

、
耳
し
ひ
の
こ
と
で
あ
り
感
覚
を
失
う
こ
と

で
あ
ろ
う
と
す
る
説
を
発
表
さ
れ
た

）
12
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
諸
注
、
従
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
初
句
「
松
反
り
」
に
つ
い
て
は
今
な
お
決
着

が
つ
い
て
い
な
い
。
本
書
に
「
か
ゝ
り
」
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
「
松
反
り
」
の
「
反
り
」
を
「
か
ゝ
り
」
（
鳥
が
と
ま
る
）
の
意
と
捉

え
た
の
で
は
な
い
か
。
『
日
葡
辞
書
』
に
「Tacaga　

qini cacaru.

（
鷹
が
木
に
か
か
る
）
鷹
が
木
に
と
ま
る

）
13
（

」
と
あ
る
他
、
「
か
か
る
」
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は　

次
に
示
す
通
り
、
多
く
、
鷹
が
木
に
と
ま
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
　
　
　

 
ふ
た
つ
あ
り
け
る
た
か
の
、
い
ら
こ
わ
た
り
を
す
る
と
申
し
け
る
か
、
ひ
と
つ
の
た
か
は
と
ゝ
ま
り
て
、
き
の
す
ゑ
に
か
ゝ
り

て
侍
る
と
申
し
け
る
を
き
ゝ
て

　
　

 

す
た
か
わ
た
る
い
ら
こ
か
さ
き
を
う
た
か
ひ
て
な
ほ
き
に
か
へ
る
山
か
へ
り
か
な 

（
山
家
集
下
・
雑
・
一
三
八
九
）

　
　

と
も
す
れ
ば
木
居
に
か
か
れ
る
あ
ら
た
か
の
手
な
れ
ぬ
ほ
ど
を
あ
は
せ
つ
る
か
な（

文
保
三
年
御
百
首
・
冬
十
首
・
一
六
六
六
・
為
藤
）

　
　

は
し
た
か
の
木
ゐ
に
か
か
り
て
く
ら
す
日
は
わ
れ
も
家
ぢ
に
か
へ
り
か
ね
つ
つ 

（
兼
好
法
師
集
二
〇
三

）
14
（

）

先
述
の
橋
本
は
「
松
反
り
」
を
鷹
詞
と
関
連
づ
け
、
「
鷹
が
鳥
屋
に
ゐ
て
、
夏
の
末
か
ら
冬
の
初
に
か
け
て
、
羽
毛
の
抜
け
か
は
る
の
を
鳥と

屋や

が
へ
り
と
い
ひ
、
山
に
ゐ
て
こ
れ
を
す
る
の
を
山
が
へ
り
と
い
ふ
か
ら
、
松
に
居
て
羽
毛
の
抜
け
代
り
を
す
る
の
を
松
が
へ
り
と
い
ふ

の
で
あ
ろ
う

）
15
（

」
と
し
た
。
本
書
も
、
お
そ
ら
く
鷹
と
の
関
連
で
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
解
釈
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
語

釈
の
他
に
知
り
よ
う
が
な
い
。
が
、
橋
本
説
の
よ
う
に
「
松
反
り
」
を
「
鳥
屋
が
へ
り
」
「
山
が
へ
り
」
と
同
様
に
解
し
た
と
こ
ろ
で
、
二

句
と
の
つ
な
が
り
が
わ
か
ら
な
い
。
「
反
り
」
を
「
か
か
り
」
の
意
と
し
、
松
に
と
ま
っ
て
い
る
と
す
る
本
書
の
解
釈
は
、
今
日
で
も
意
義

の
あ
る
指
摘
で
あ
る
。
私
案
を
述
べ
る
と
、
右
の
和
歌
の
例
で
言
え
ば
、
「
山
が
へ
り
」
（
巣
鷹
と
違
っ
て
、
山
で
毛
変
わ
り
し
た
後
捕
ら

え
ら
れ
た
鷹
）
と
言
い
「
あ
ら
た
か
」
（
新
鷹
）
と
言
い
、
鷹
狩
の
鷹
と
し
て
は
ま
だ
未
熟
な
鷹
が
本
分
を
忘
れ
、
木
に
と
ど
ま
っ
て
飛
行

し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
七
八
三
番
歌
は
「
中
上
り
来
ぬ
麻
呂
と
い
ふ
奴
」
、
四
〇
一
四
番
歌
は
鷹
を

逃
が
し
た
「
さ
山
田
の
翁
」
を
、
い
ず
れ
も
、
鷹
で
も
な
い
の
に
「
松
か
へ
り
」
、
松
の
木
に
と
ど
ま
っ
て
じ
っ
と
動
か
な
い
役
立
た
ず
と

揶
揄
し
た
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
、
本
書
の
紹
介
と
、
抄
出
さ
れ
た
万
葉
歌
の
訓
の
傾
向
を
中
心
に
論
じ
て
来
た
。
本
書
に
は
内
題
も
奥
書
も
な
い
が
、
「
永
正
十
六
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六
月
」
と
い
う
日
付
か
ら
三
條
西
実
隆
と
公
条
父
子
に
か
か
わ
っ
て
の
著
述
と
推
測
さ
れ
、
『
一
葉
抄
』
以
後
の
三
條
西
家
の
萬
葉
学
の

展
開
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
『
歌
枕
名
寄
』
に
関
す
る
注
も
当
時
の
あ
り
よ
う
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
御
所
蔵
本
の
翻
刻
掲
載
を
御
許
可
く
だ
さ
り
、
閲
覧
・
調
査
に
際
し
て
種
々
御
高
配
を
賜
っ
た
習
院
大
学
日
本
文
学
研
究
室

の
御
厚
意
に
対
し
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
。

注（
1
） 「
目
録
」
と
言
っ
て
も
訓
読
上
、
注
意
さ
れ
る
歌
人
名
の
み
摘
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
） 

こ
の
間
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
三
条
西
実
隆
画
像
と
実
隆
公
記
』
（
一
九
九
六
年
十
月
）
に
、
永
正
十
三
年
四
月
十
三
日
に
実
隆
公
記
別
記
「
出

家
仮
名
記
」
が
見
え
る
の
み
。

（
3
） 『
実
隆
公
記
』
巻
五
之
下
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
に
よ
る
と
、
永
正
八
年
六
月
四
日
条
に
「
朝
間
桐
壺
巻
讀
之
、
相
公
発
起
、

連
々
可
講
也
」
、
同
六
日
条
「
午
後
帚
木
巻
講
之
」
、
同
八
日
条
「
帚
木
巻
講
尺
」
、
同
十
一
日
条
「
午
後
講
帚
木
巻
、
今
日
終
功
、
以

上
三
ケ
度
、  

」
と
あ
り
、
公
条
の

発
案
で
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
、
帚
木
巻
を
講
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
書
永
正
十
年
六
月
十
七
日
条
「
源
氏
講
尺
始
之
、
自
七
月
二
七

讀
之
」
、
永
正
十
一
年
二
月
十
二
日
条
「
源
氏
講
尺
再
興
、
初
音

巻

」
と
あ
る
。

（
4
） 

同
書
研
究
編
第
三
部
第
二
章
「
細
川
本
所
収
万
葉
歌
│
朱
の
書
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
│
」
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
。

（
5
） 

細
川
本
本
文
は
渋
谷
虎
雄
『
校
本
謌
枕
名
寄
本
文
篇
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
七
年
三
月
）
に
拠
る
。

（
6
） 『
実
隆
公
記
』
巻
五
之
上
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
。

（
7
） 

以
上
、
『
実
隆
公
記
』
巻
二
之
下
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）
。

（
8
） 

以
下
、
『
一
葉
抄
』
に
関
す
る
記
述
や
本
文
、
歌
番
号
は
、
中
世
万
葉
集
研
究
会
編
『
三
條
西
実
隆
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
一
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九
九
七
年
二
月
）
に
拠
る
。
な
お
、
同
書
で
は
仙
覚
寛
元
本
を
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
の
二
本
と
し
、
京
大
本
代
赭
書
入
は
そ
の
範
囲
外
に
置
い
た

が
、
近
年
、
京
大
本
代
赭
書
入
を
寛
元
本
の
一
本
と
把
握
す
る
田
中
大
士
「
万
葉
集
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
の
性
格
―
仙
覚
寛
元
本
の
現
形
態
」
（
『
國

語
國
文
』
第
八
十
一
巻
第
八
号
、
二
〇
一
二
年
八
月
）
、
同
「
万
葉
集
仙
覚
寛
元
本
の
底
本
―
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
と
仙
覚
本
奥
書
か
ら
の
考
察
」

（
『
上
代
文
学
』
第
一
一
三
号
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
）
に
従
い
、
京
大
本
代
赭
書
入
を
仙
覚
寛
元
本
の
訓
と
し
て
扱
っ
た
。
な
お
、
煩
雑
を
避
け
る

た
め
、
『
一
葉
抄
』
に
お
け
る
訓
の
異
同
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
。
詳
細
は
、
同
書
、
岩
下
武
彦
・
江
富
範
子
・
小
川
靖
彦
「
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
の

訓
に
つ
い
て
│
萬
葉
集
古
訓
と
の
対
照
│
」
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
9
） 

注
（
8
）
参
照
。

（
10
） 

二
七
八
四
番
歌
左
注
に
「
鶏カ

ラ

冠ア
ヰ

草
」
に
つ
い
て
「
類
聚
古
集
～
依
此
義
者
可
和
月
草
歟
」
と
あ
る
が
、
仙
覚
文
永
本
に
記
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

書
写
し
た
と
見
て
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

（
11
） 

以
下
、
『
万
葉
集
』
の
本
文
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
に
拠
る
。

（
12
） 

東
京
帝
国
大
学
国
語
研
究
会
発
表
（
一
九
四
一
年
十
一
月
二
七
日
）
。
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
』
巻
九
に
拠
る
。

（
13
） 

土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
（
一
九
八
〇
年
五
月
）
。

（
14
）  

和
歌
の
引
用
本
文
と
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
（C

D
-R

O
M

版
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
に
拠
る
。

（
15
） 

佐
佐
木
信
綱
『
評
釋
萬
葉
集
』
第
六
巻
（
六
興
出
版
社
、
一
九
五
三
年
五
月
）
所
引
。

解
題
は
江
富
範
子
が
担
当
し
た
。

　
［
付
記
］　

貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
査
読
委
員
の
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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翻
刻　

学
習
院
大
学
所
蔵
『
万
葉
聞
書
』

　
　
　
　

凡　
　
　

例

一
．
学
習
院
大
学
所
蔵
『
万
葉
聞
書
』
を
可
能
な
限
り
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
。

一
．
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
を
取
っ
た
。

１
．
一
行
の
字
詰
、
字
の
高
さ
、
字
の
大
小
は
、
概
ね
原
本
に
従
っ
た
。

２
． 

漢
字
・
仮
名
の
区
別
を
は
じ
め
、
宛
字
、
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
、
振
り
仮
名
な
ど
は
、
全
て
も
と
の
通
り
と
し
た
。
た
だ
し
、
漢
字
・
仮
名
の

区
別
に
あ
た
り
、
本
文
が
漢
字
原
文
か
仮
名
書
き
か
を
判
断
し
か
ね
る
場
合
（
例
、
一
四
六
一
番
歌
「
夜
る
は
」
の
「
夜
」
）
、
後
考
に
備
え
、
漢

字
で
示
し
た
。

３
．
原
本
の
誤
字
、
脱
字
、
衍
字
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

４
． 

漢
字
の
字
体
は
、
概
ね
校
本
万
葉
集
の
異
体
字
表
に
準
拠
し
つ
つ
、
原
本
の
一
々
の
場
合
に
近
い
正
字
体
ま
た
は
常
用
漢
字
字
体
に
し
、
二
、
三

原
本
の
字
体
の
ま
ま
に
し
た
。

５
．
仮
名
字
体
は
、
現
行
の
仮
名
字
体
と
し
た
。

６
． 

虫
損
、
汚
損
な
ど
に
よ
り
判
読
不
能
な
場
合
は
、
□
を
以
て
示
し
た
。
そ
の
際
、
原
字
の
一
部
が
見
え
、
概
ね
判
読
可
能
な
場
合
は
、
□
右
傍
に

（　

）
括
弧
を
設
け
、
そ
の
文
字
を
（
カ
）
と
注
記
し
た
。

７
．
補
入
記
号
の
あ
る
補
入
は
、
概
ね
原
本
通
り
の
体
裁
で
示
し
た
。

８
． 

消
し
た
文
字
は
（　

）
括
弧
で
囲
み
、
上
ま
た
は
傍
に
（
消
）
と
注
記
し
た
。
重
ね
書
き
に
よ
る
訂
正
は
、
翻
刻
本
文
に
は
最
終
の
文
字
を
記
し

た
。
塗
抹
し
た
文
字
は
■
で
以
て
示
し
た
。
当
初
の
文
字
が
概
ね
判
読
可
能
な
場
合
は
、
左
傍
も
し
く
は
右
傍
に
＊
を
付
し
、
脚
注
で
補
足
説
明

を
し
た
。
そ
の
他
、
説
明
を
要
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
左
傍
に
＊
を
付
し
、
脚
注
で
補
足
説
明
を
し
た
。

９
． 

丁
数
は
、
各
表
裏
の
区
切
り
に 

」
印
を
施
し
、
そ
の
右
に
丁
数
を
意
味
す
る
数
字
と
、
オ
（
表
）
・
ウ
（
裏
）
の
略
号
を
以
て
示
し
た
。

一
．
翻
刻
本
文
の
上
段
に
、
検
索
の
便
を
考
え
て
、
『
国
歌
大
観
』
（
旧
編
）
の
『
万
葉
集
』
歌
番
号
を
付
し
た
。

一
．
翻
刻
本
文
は
、
江
富
範
子
と
柴
田
清
子
が
協
議
の
上
、
作
成
し
た
。
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1450　
　

情
コ
ヽ
ロ

具ク

伎
物
に
そ
あ
り
け
る
春
霞
た
な
ひ
く
時
に
恋
の
し
け
れ
は

1451　
　

水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
春
山
の
お
ほ
つ
か
な
く
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
も

　
　
　

 
短
哥

1453　
　

玉
手
次
―
―
夕
さ
れ
は
鶴
の
妻
よ
ふ
難
波
か
た

1454　
　

波
ナ
ミ
ノ

上ウ
ヘ

従ユ

み
ゆ
る
こ
嶋
の
雲
か
く
れ
穴ア

ナ

氣イ
キ

衝
ツ
カ
シ

相
わ
か
れ
な
ん

1456　
　

此
花
の
一ヒ

ト

与ヨ

の
う
ち
に
百モ

ヽ

種ク
サ

の
こ
と
そ
こ
も
れ
る
お
ほ
ろ
カか

に
す
な

1458　
　

や
と
に
あ
る
桜
の
花
は
今
も
か
も
松
風
は
や
み
つ
ち
に
ち
る
ら
ん

1459　
　

世
間
（
はも

）
常
に
し
あ
ら
ね
は
や
と
に
あ
る
桜
の
花
の
ち
れ
る
比
か
も

1460　
　

戯■
ワ

奴ケ

変
云

和
氣
か
た
め
わ
か
手
も
す
ま
に
春
の
野
に
ぬ
け
る
茅
花
そ
御メ

食シ

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥コ
エ

―

座マ
セ

1461　
　

ひ
る
は
さ
き
夜
る
は
恋コ

ヒ

宿ヌ
ル

合ネ

歓フ

木ノ

花ハ
ナ

君
の
み
み
ん
や
和
氣
さ
へ
に
み
む

1462　
　

吾
君
に
戯ワ

奴ケ

は■

恋コ
フ

ら
し

給
タ
マ
イ

有タ
ル

茅
花
を
■
雖ク

ヘ

■ト

レ

喫
弥イ

ヤ
―

痩ヤ
セ

に
や
す

1463　
　

わ
かき

も
こ
カ
形
見
の
合
歓
木
は
花
の
み
に
さ
き
て

盖
ケ
タ
シ

□
□
□
□
ぬ
か
も

1464　
　

春
霞
輕タ

ナ

引ヒ
ク

山
の
へ
た
ゝ
れ
ゝ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
オ

　
　
　
（
春夏
）
雑
歌

1465　
　

ほ
と
ゝ
き
す
い
た
く
な
ゝ
な
き
そ
汝ナ

カ

音コ
ヘ

を
五
月
の
玉
に
あ
ひ
ぬ
く
ま
て
に

1466　
　

神
な
ひ
の
い
は
せ
の
森
の
ほ
と
ゝ
き
す

（
消
）

（
消
）
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1467　
　

ほ
と
ゝ
き
す
な
か
る
國
に
も
去ユ

キ

て
し
か
そ
の
な
く
聲
を
き
け
は
く
る
し
も

1468　
　

ー
ー
―
― 

聲
き
く
小
野
の
秋
風
に
は
き
（
の
）
さ
き
ぬ
れ
や
聲
の
と
も
し
き

1470　
　

物
の
ふ
の 

―
― 

山
の
常ト

影カ
ケ

に

1471　
　

恋
し之
け家
は婆
か
た
み
に
せ
ん
と
我
や
と
（
のに

）
う
へ
し
藤
浪
今
さ
き
に
け
り

1473　
　

橘
の
花
ち
る
里
の
ー
ー
―
― 

片
恋
し
つ
ゝ
な
く
日
し
そ
お
ほ
き

1474　

乀
い
ま
も
か
も
大オ

ホ

城キ

の
山
に
ほ
と
ゝ
き
す
な
き
と
よ
む
ら
ん
わ
れ
な
け
れ
と
も

　
　
　
　
　

右
築
紫
大
城
山
歌
也　
　

私
名
寄
無
之 

け
ゐ

1475　
　

何ナ
ニ

奇シ
カ

毛モ

幾コ
ヽ

許ハ
ク

恋
る
時
鳥
な
く
聲
き
け
は
恋
こ
そ
ま
さ
れ

1476　
　

獨
ゐ
て
物
お
も
ふ
よ
ひ
に
郭
公
従コ

―

此ヨ

―

間
な
き
わ
た
る
心
し
あ
る
ら
し

1478　
　

我
屋
と
の
花
橘
の
何イ

ツ
―

時シ
カ

毛モ

珠
に
ぬ
く
へ
く
そ
の
み
な
ら
な
ん

1479　
　

し
の
ひ
の
み
を
れ
は
欝イ

フ

悒カ
シ

な
く
さ
む
と
出イ

テ

立タ
チ

き
け
は
き
な
く
日
晩

1483　
　

わ
か
せ
こ
か
屋
と
の
橘
花
を
よ
み
な
く
郭
公
み
に
そ
わ
か
こ
し

　
　
　
　

 

家
持
唐
棣
花
哥
一
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
一
ウ

1485　
　

夏ナ
ツ

儲マ
ケ

而テ

さ
き
た
る＊

波ハ

祢ネ

受ス

久

□
 
□
□

方
の
雨
打
ふ
ら
は
う
つ
ろ
ひ
な
ん
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
声
点　

平
平
上

1489　
　

我
屋
と
の
花
橘
は
ち
り
す
き
て
珠
に
ぬ
く
へ
く
實
に
成
に
け
り

1490　
　

ほ
と
ゝ
き
す
ま
て
と
き
（
かな

か
すぬ

）
あ
や
め
（
花草
）
玉
に
ぬ
く
日
を
い
ま
た
遠ト

ヲ

み
か

1491　
　
（

卯宇の
）
花
の
過
は

惜
ヲ
シ
ミ

か
ほ
と
ゝ
き
す
雨ア

マ

間ヽ
を
を
か
す
従コ

―

此ヨ

―

間
な
き
わ
た
る

（
消
）

（
消
）

（
消
）

（
消
）

（
消
）
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1492　
　

君
か
家
の
花
橘
は
成ナ

リ

に
け
り
花
の
有サ

カ

時リ

に
あ
は
ま
し
物
を

1495　
　

あ
し
ひ
き
の
こ
の
ま
立
八ク

―

十ヽ
―

一
ほ
と
ゝ
き
す
か
く
聞
始ソ

メ

て 

―
―

1496　
　

わ
か
屋
と
の
な
て
し
こ
の
花
さ
か
り
也
手
折
て
一
目
み
せ
ん
こ
も
か
も

1497　
　

つ
く
は
ね
に
わ
か
ゆ
け
り
せ
は
ほ
と
ゝ
き
す
山
ひ
こ
と
よ
め
な
か
ま
し
や
そ
れ

　
　

夏
相
聞

1499　
　

事
し
け
み
君
は
き
ま
さ
す
ほ
と
ゝ
き
す
な
れ
た
に
き
な
け
朝
戸
ひ
ら
か
ん

1500　
　

夏
野
の
し
け
み
に
さ
け
る
姫ヒ

メ

由ユ

理リ

の
し
ら
れ
ぬ
恋
は
く
る
し
き
物
を

1501　
　

ほ
と
ゝ
き
す
な
く
岑オ

の
う
へ
の
宇
の
花
の
ウ
キ

事
あ
れ
や
君
か
き
ま
さ
ぬ

1502　
　

五
月
の
や
花
橘
を
君
か
た
め
珠
に
（
此
）
こ
そ
ぬ
け
ち
ら
ま
く
お
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
は
カ

）

1503　
　

■
わ
き
も
こ
か
屋
と
の
垣カ

キ

ウ
チ
の
さ
ゆ
り
花
ゆ
り
と
し
い
へ
□
不ウ

タ

歌ハ
ヌ

に
に
る

　
　
　
　

短
哥

1507　
　

我
屋
と
に
百
枝
刺サ

シ

お
ふ
る
橘
玉
に
ぬ
く  

云
　々

銅マ
ス

鏡
カ
ヽ
ミ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
オ

1510　
　

な
て
し
こ
は
さ
き
て
ち
り
ぬ
と
人
は
い
へ
と
わ
か
し
め
し
野
の
花
に
あ
ら
め
やも　
家
持

1511　
　

夕
さ
れ
は
を
く
ら
の
山
に
鳴
鹿
は
こ
よ
ひ
は
な
か
す
い
ね
に
け
ら
し
も

　
　
　

＼
。

　
　

｜　

秋
雑
哥

　
　
　

／
。

（
消
）
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1512　
　

經タ
テ

も
な
く
緯ヌ

キ

も
さ
た
め
す
を
と
め
ら
か
を
れ
る
紅
葉
に
霜
な
ふ
り
そ
ね

1513　
　

今
朝
の

旦
ア
サ
ケ

■＊

鴈カ
リ

之カ

鳴ネ

き
ゝ
つ
春
日
山
も
み
ち
に
け
ら
し
わ
か
心
い痛
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
モ
ト
「
鷹
」
カ

1514　
　

秋
芽
は
さ
き
ぬ
へ
か
ら
し
わ
か
屋
と
の
淺
茅
か
花
の
ち
り
ゆ
く
み
れ
は

1516　
　

秋
山
に
黄キ

ハ_
反ム

木
の
葉
の
う
つ
ろ
へ
は
―
―

1517　
　

味ウ
マ

酒サ
カ

の
三
輪
の

祝
ハ
フ
リ

か
山
て
ら
す
―
―

　
　
　
　

短
歌

1520　
　

牽ヒ
コ

牛ホ
シ

は
織タ

ナ

女ハ
ツ

等メ
ト

天
地
の
別
れ
し
時
由ユ  

云
々  

青
浪
に

望
ノ
ソ
ミ
ハ

た
え
ぬ

　
　
　

し
ら
雲
に
な
み
た
は
つ
き
ぬ  
云
々  

さ
に
ぬ
り
の
小
舩
も
か
も  

云
々

　
　
反
哥

1521　
　

風
雲
は
ふ
た
つ
の
岸
に
か
よ
へ
と
も
わ
か
と
を
つ
ま
の
こ
と
そ
か
よ
は
ぬ

1522　
　

多タ

夫フ

手テ

に
も
な
け
こ
し
つ
へ
き
天
漢
へ
た
て
れ
は
か
も
あ
ま
た
す
へ
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
二
ウ

1524　
　

天
漢
伊イ

刀ト

河カ
ハ

浪
は
た
ゝ
ね
と
も
―
―

1525　
　

袖
ふ
れ
は
ミ
モ
カ
ハ
シ
ツ
ヘ
ク
近
け
れ
と
―
―

1526　
　

玉カ

蜻ケ
ロ

蜒ウ
ノ

髣ホ
ノ

髴カ
■

に
み
え
て
わ
か
れ
な
は

1527　
　

牽
牛
の
つ
ま

迎
ム
カ
ヘ

舟
こ
き
出
ら
し
―
―

1528　
　

霞
立
天
の
河
原
に
君
待
と
伊イ

往カ
ヨ

還フ

程
に
裳モ

ノ

襴ス
ソ

ぬ
れ
ぬ

1529　

Ｏ
天
河
浮ウ

キ

津ツ

の
浪ナ

ミ
―

音ヲ
ト

さ
わ
く
（
らな

しり

）
わ
か
待
君
し
舩
出
す
ら
し
も

1530　
　

娘ヲ
ミ

部ナ
ヘ

思シ

秋
芽ハ

キ

子
ま
し
る
蘆ア

シ

城キ

野
は
け
ふ
を
は
し
め
て
万
代
に
み
ん

（
消
）
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＼
。

　
　

｜　　
　

右
蘆
城
野
筑
前
國  

云
々  

名
寄
無
之

　
　
　

／

1531　
　

珠
匣
葦
木
の
河
を
け
ふ
み
れ
は
万
代
ま
て
に
わ
す
ら
れ
め
や
も

1532　
　

草
枕
た
ひ
行
人
も
ゆ往
き
ふ觸
れハ

は
に
ほ
ひ
ぬ
へ
く
も
さ
け
る
芽ハ

子キ

か
も

1533　
　

伊イ

香カ
コ

山
野
ヘ
に
さ
き
た
る
芽
子
み
れ
は
君
か
や
と
な
る
尾
花
し
そ
思

1534　
　

を
み
な
へ
し
秋
は
き
手
折レ

玉
桙
の
道ミ

チ

去ユ
キ
ツ
ト

と

為
コ
ハ
ン

乞コ
ノ

兒タ
メ

1535　
　

我
せ
こ
を
何イ

ツ

時ソ

曽
今
か
と
待
な
へ
に
―
―

1536　
　

暮
に
相ア

ヒ

て
朝ア

サ

面カ
ホ

羞
ハ
ツ
ル

隠
カ
ク
レ

野
の
萩
は
ち
り
に
き
も
み
ち
は
や
續ツ

ケ

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
オ

1537　
　

秋
の
野
に
さ
き
た
る
花
を
指テ

ニ

折ヲ
リ

て
可カ

伎キ

数カ
ソ

ふ
れ
は
七
種
の
花

1538　
　

芽
の
花
ｏ
乎
花
葛ク

ス

花
ｏ
瞿
麦
の
花
ｏ
姫
部
志
又
藤フ

チ

袴
ハ
カ
■

朝
マ

皃
の
花

1539　
　

秋
の
日
の
穂ホ

田タ

を
鴈カ

リ

之カ

鳴ネ

闇
ク
ラ
ヤ
ミ

に
夜
の
穂ホ

杼ト

呂
に
も
な
き
わ
た
る
か
も

1540　
　

今
朝
の
あ
さ
け
か
り
か
ね
寒
み
聞
し
な
へ
野
へ
の
淺
茅
そ
色
つ
き
に
け
る

1541　
　

吾ワ
カ

岳ヲ
カ

に
棹
牡
鹿
き
な
く
先ハ

ツ

芽ハ
キ

の
花
つ
ま
問
に
き
な
く
さ
を
し
か

1543　
　

秋
の
露
は

移
ウ
ツ
シ

な
り
け
り
水
鳥
の
青
葉
の
山
の
色
付
み
れ
は

1545　
　

織
女
の
袖
續
三
―

更
の
五ア

カ
―

更ツ
キ

は
河
瀬
の
た
つ
は
な
か
す
と
も
よ
し

1546　
　

妹イ
モ

許カ
リ

と
わ
か
行
道
の
川
の
あ
れ
は
附ヒ

ト

目メ

つ
ゝ
む
と
夜
そ
ふ
け
に
け
る
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1547　
　

棹
鹿
の
芽ハ

キ

に
貫ヌ

キ

を
け
る
露
の
白
珠
―
―

　
　
　
　
　

晩
芽
子
歌

1548　
　

さ
く
花
も
ウ
ツ
ロ
ハ
う
き
を
奥
手
な
る
な
か
き
心
に
猶
し
か
す
け
り

　
　
　
　
　
　
　

乎ヲ

曽ソ

古
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
三
ウ

1549　
　

い
め
た
て
ゝ

ト跡■

見ミ

の
岳
邊
の
瞿
麦
花
ｏ
総フ

サ

手
折
わ
れ
は
も
て
ゆ
か
ん

　
　
　

な
ら
人
の
た
め

1550　
　

秋
芽
の
ち落
り
の

乱
マ
カ
ヒ

尓
呼ヨ

ヒ

た
て
ゝ
鳴
な
る
鹿
の
聲
の
は
る
け
さ

1551　
　

時
ま
ち
て
落
る
鐘シ

ク

礼レ

の
雨
や
み
て
あ
さ
か
の
山
の
―
―

1552　
　

夕
月ツ

ク

夜
心
も
し
の
に
し
ら
露
の
置
こ
の
庭
に
き
り
〳
〵
す
な
く

1554　
　

皇オ
ホ
キ
ミ

のの

御
笠
の
山
の
秋
黄
葉
は
―
―

1555　
　

秋
立
て
い
く
か
も
あ
ら
ね
は
こ
の
ね
ぬ
る

1556　
　

秋
田
か
る
借
廬
も
い
ま
た
こ
ほ
た
ね
は
鴈
か
ね
寒
し
霜
も
を
き
ぬ
か
に

1557　
　

あ
す
か
川
逝
廻
岳
之
秋
芽
子
は
―
―

1558　
　

鶉
鳴
ふ
り
に
し
里
の
秋
芽
子
を
思
人
と
ち
あ
ひ
み
つ
る
か
も

1559　
　

秋
萩
は
さ
か
り
過
る
を

徒
イ
タ
ツ
ラ

に
か
さ
し
に
さ
ゝ
て
か
へ
り
な
ん
と
や

1560　
　

い
も
か
め
を
始ミ

ソ

見メ
ノ

埼
の
秋
芽
子
は
―
―
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1561　
　

𠮷フ

名ナ

張ハ
リ

の
猪ヰ

養カ
イ

の
山
に
ふ
す
鹿
の
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
オ

1564　
　

秋
付ツ

ケ

は
尾
花
か
う
へ
に
置
露
の
け
ぬ
へ
く
も
わ
れ
は
お
も
ほ
ゆ
る
か
も

1565　
　

我
屋
と
の
一
村
萩
を
―
―

1566　
　

久
方
の
雨
間
も
を
か
す
雲
か
く
れ
な
き
そ
行
な
る
早ワ

サ

田タ

鴈
か
ね

1567　
　

雲
か
く
れ
な
く
な
る
鴈
の
行
て
ゐ
ん
秋
田
の

ホ穂■

立タ
チ

し
け
く
し
そ
思

1568　
　

雨ア
マ

隠
コ
モ
リ

情
コ
ヽ
ロ

鬱イ
フ

―

悒カ
シ

―
―

1570　
　

こ
ゝ
に
あ
り
て
春カ

ス
カ日

や
い
つ
こ
雨ア

マ

障
サ
ハ
リ

―
―

1571　
　

春
日
野
に
し
く
れ
ふ
る
み
ゆ
あ
す
よ
り
は
も
み
ち
か
さ
ゝ
ん
高
圓
の
山

1576　
　

此
岳
に
を
し
か
履フ

ミ

お
こ
し
う
か
ね
ら
ひ
か
も
か
く
す
ら
く
君
ゆ
へ
に
こ
そ

1578　
　

今
朝ア

サ

鳴ナ
キ

て
ゆ
き
し
か
り
か
ね
―
―

1579　
　

朝
戸
あ
け
て
物
思
時
に
白
露
の
を
け
る
秋
萩
み
え
喚ツ

―

雞ヽ
も
と
な

1580　
　

さ
を
し
か
の
来キ

立タ
チ

鳴ナ
ク

野
の
秋
萩
は
―
―

1584　
　

布
シ
キ
テ

將ミ
ン

レ

見ト

我
お
も
ふ
君
は
秋
山
の
は
つ
も
み
ち
は
に
似
て
こ
そ
あ
り
け
れ

1585　
　

平ナ
ラ

山
の
峯
の
も
み
ち
葉
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
四
ウ

1587　
　

あ
し
ひ
き
の
山
の
黄
葉
は
こ
よ
ひ
か
も
浮
て
い
ぬ
ら
ん
山
川
の
せ
に

1588　
　

平
山
を
令ニ

ホ
レ

丹ハ
ス

黄
葉
手
折
き
て
こ
よ
ひ
か
さ
し
つ
ち
ら
は
ち
る
と
も
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1591　
　

黄
葉
ゝ
の
過ス

キ

ま
く
お
し
み
思
と
ち

1592　
　

然タ
ヽ

不ナ
ラ

有ス

五イ

百ホ

代シ
ロ

小
田
を
か
り
み
た
り
（
田田
）
廬フ

セ

に
居
レ
ハ

み
や
こ
お
も
ほ
ゆ

　
　

   

佛
前
唱
歌

1594　
　

し
く
れ
の
雨
ま
な
く
な
ふ
り
そ
紅
に
丹
保
へ
る
山
の
ち
ら
ま
く
お
し
も

　
　
　
　
　

右
冬
十
月 
ー
―
― 

田タ
ノ

口
ク
チ
ノ

朝
臣　

東
―

人
置ヲ

イ

始
ソ
メ
ノ

連
長ナ

カ

谷タ
ニ

1595　
　

秋
芽
子
の
枝
も
十ト

尾ヲ
ヽ

二ニ

を
く
露
の
―
―

1598　
　

さ
を
し
か
の
朝
た
つ
野
へ
の
秋
芽
子
―
―

1599　
　

さ
を
し
か
の
胸
別
に
か
も
秋
芽
子
の

1602　
　

山
ひ
こ
の
あ
ひ

響
ト
ヨ
ム

ま
て
妻
恋
に
し
か
な
く
山
―
―

1605　
　

高
圓
の
野
へ
の
秋
萩
此
比
の
暁
露
に
さ
き
に
け
ん
か
も

　
　

秋
相
聞

1614　
　

九ナ
カ

月ツ
キ

の
其
始ハ

ツ

鴈カ
リ

の
使
に
も
お
も
ふ
心
は
き
こ
え
こ
ぬ
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
オ

1615　
　

大オ
ホ

乃ノ

浦
の
其
長
濱
に
よ
す
る
浪
寛

ユ
タ
ケ
ク

き
み
を
お
も
ふ
こ
の
比

1618　
　

玉
に
ぬ
き
け
さ
て
た
は
ら
ん
秋
芽
子
の
う
れ
（
わワ

ゝヽ
）
ラ
葉
に
を
け
る
白
露

1621　
　

わ
か
屋
と
の
芽
子
の
花
さ
け
り
見
に
き
ま
せ
今
二フ

ツ

日カ

は
か
り
あ
ら
は
ち
り
な
ん

1622　
　

我
屋
と
の
秋
の
芽
さ
く
夕
影
に
今
も
み
て
し
か
い
も
か
光ス

カ

儀タ

を

1623　
　

我
屋
と
に
黄モ

ミ

変ツ
ル

蝦カ
ヘ

―

手テ

み
る
こ
と
に
―
―

（
消
）

（
消
）
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1624　
　

わ
か

蒔
マ
ケ
ル

早ワ
サ

田タ

の
穂ホ

立タ
チ

つ
く
り
つ
る

蘰
カ
ツ
カ

そ
み
つ
ゝ
し
の
は
せ
わ
か
せ

1625　
　

わ
き
も
こ
か

業
ワ
サ
ト

つ
く
れ
る
秋
の
田
の
早ワ

サ

穂ホ

の
蘰

カ
ツ
ラ

み
れ
と
あ
か
ぬ
か
も

　
　
　
　
　

家
持
攀
非
時
藤
花
并
芽
子
黄
葉
二
物
賜
坂
上
大
嬢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
十
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
作

　
　
　
　
　

歌
二
首

1627　
　

我
屋
と
の
非ト

キ

時
ナ
ラ
ヌ

藤
の
め目
つ頬
ら
し布
く
今
も
み
て
し
か
い
も
か
咲エ

容マ
ヒ

を

　
　
　
　
　

長
哥

1629　
　

叩
イ
タ
ミ

々〳
〵

物
を
思
へ
は 

云
々 
夕
に
は
床
う
ち
は
ら
ひ 

云
々 

山
鳥
こ
そ
は

　
　
　

峯オ

向
ム
カ
ヒ

に
つ
ま
と
ひ
す
と
い
へ  
云
々

1630　
　

た
か
ま
と
の
野
へ
の
容カ

ホ

花ハ
ナ

面
影
に
み
え
つ
ゝ
い
も
は
わ
す
れ
か
ね
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
五
ウ

1633　
　

て手
も

■
■

す
ま
に
う
へ
し
は
き
に
や
か
へ
り
て
は
―
―

1634　
　

衣
手
に
水ミ

澁シ
フ

付
ま
て
■
う
へ
し
田
を
引
板
わ
れ
（
はは

へへ

）
ま
も
れ
る
く
る
し

　
　
　
　
　

尼
作
頭
句
并
家
持
所
誂
尼
續
末
句
等
和
一
首

1635　
　

さ
ほ
河
の
水
（
の
）
を
塞セ

キ

あ
け
て
■
う
へ
し
田
を　
尼
作

　
　
　

か
る
早ワ

サ

飯イ
ヒ

は
ひ
と
り
な
る
へ
し　
家
持
續

　
　
　

冬
雑
哥

（
消
）

（
消
）
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1636　
　

大
口
の
真
神
の
原
に
ふ
る
雪
は

甚
イ
タ
ク

な
ふ
り
そ
家
も
あ
ら
な
く
に

　
　
元
正
天
皇
御
製

1637　
　

波
太
す
ゝ
き
尾
花
逆サ

カ

葺フ
キ

黒
木
も
て
つ
く
れ
る
屋
と
は
万
代
ま
て
に

　
　
聖
武

1638　
　

青
丹
𠮷
な
ら
の
山
な
る
黒
木
も
て
つ
く
れ
る
屋
と
は
を
れ
と
あ
か
ぬ
か
も

1639　
　

沫
雪
の
ほ
と
ろ
〳
〵
と
ふ
り
し
け
は
な
ら
の
都
し
お
も
ほ
ゆ
る
か
も

1640　
　

吾
岳
に
さ
か
り
に
盛
に
さ
け
る
梅
花
の
こ
れ
る
雪
を

乱
マ
カ
ヘ

つ
る
か
も

1641　
　

あ
は
雪
に
ふ
ら
れ
て
さ
け
る
梅
花
君
か力

許リ

や
ら
は
よ
そ
へ
て
ん
か
も

1642　
　

棚タ
ナ

霧キ
リ

あ
ひ
雪
も
ふ
ら
ぬ
か
梅
花

1643　
　

天ア
マ

霧キ
ラ

之シ

雪
も
ふ
ら
ぬ
か
灼イ

チ
―

然
シ
ロ
ク

此ノ

五イ
ツ

柴シ
ハ

に
ふ
ら
ま
く
を
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
オ

1644　
　

引
よ
ち
て
折
ら
は
ち
る
へ
み
梅
花
袖
に
こ
き
い
れ
つ
染ソ

ま
は
そ
む
と
も

1648　
　

十シ
ハ
ス二

月■
■

に
は
あ
は
雪
ふ
る
と
し
ら
ぬ
か
も
梅
花
さ
く

含
ツ
ホ
メ

ら
す
し
て

1649　
　

今
日
ふ
り
し
雪
に

競
イ
ソ
ヒ

て
我
屋
と
の
冬
木
の
梅
は
花
さ
き
に
け
り

1650　
　

池
の
邊
の
松
の
末
葉
に
ふ
る
雪
は
五イ

百ホ

重エ

ふ
り
し
け
あ
す
さ
へ
も
み
ん

1654　
　

松
影
の
あ
さ
ち
か
う
へ
の
し
ら
雪
を
―
―

　
　
　

冬
相
聞

1655　
　

高タ
カ

山ヤ
マ

の
菅
の
葉
し
の
き
ふ
る
雪
け
ぬ
と
か
い
ふ
も
恋
の
し
け
ゝ
く

1656　
　

酒
盃
に
梅
花
う
け
て
思
と共
ち
の
み
て
の
後
は
ち
り
ぬ
と
も
よ
し
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1657　
　

官
ツ
カ
サ

に
も

縱
ユ
ル
シ

た
ま
へ
る
今
夜
の
み
の
ま
ん
酒
か
も
ち
り
こ
す
な
ゆ
め

　
　
　
　

右
酒
者
官
ノ

禁
制
ニ

京
中
閭
里
不
レ　

　

レ

得
二

集
宴
一

但
ラ親ハ

■

々カ
ラ

一
フ
タ
リ

二
ヒ
ト
リ　

　
　
　
　

飲
楽
ハ

聴
許
者
縁
此
和
人
作
此
發
句
焉

1659　
　

真
木
の
う
へ
に
ふ
り
を
け
る
雪
の
―
―

1660　
　

梅
花
ち
ら
す
冬ア

ラ
シ風

の
音
に
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
六
ウ

1662　
　

あ
は
雪
の
け
ぬ
へ
き
物
を
今
ま
て
に
な
か
ら
へ
ぬ
れ
は
い
も
に
あ
へ
る
そ

1663　
　

あ
は
雪
の
庭
に
ふ
り
し
き
さ
む
き
夜
を
手
枕
ま
か
す
ひ
と
り
か
も
ね
ん

　
　
　
　
　

   

永
正
十
六　

六
月
十
七
了

　
　

目
録

　
　
　

屋ヤ

主ヌ
シ

ノ

真
人 

藤
原
夫オ

ト
―

人シ 
小ヲ

治ハ
リ

田タ

ノ

廣
瀬
ノ

王

　
　
　

刀ト

理リ

ノ

宣ノ
フ

令ヨ
シ 

石
イ
ソ
ノ

上カ
ミ

ノ

堅カ
ツ

魚 

大
伴ノ

書フ
ン

持モ
チ

　
　
　

奄
イ
ホ
ノ

君キ
ミ

諸
立タ

チ 

縁ヨ
リ

達
ユ
キ
ノ

師
イ
ク
サ
カ 

典イ
モ

鋳ノ
ヽ

正カ
ミ　

　
　

日ヒ

置ヲ
キ

　
　
　

大
伴
利ト

シ

上カ
ミ 

 

像カ
タ

見ミ 

六モ
ト

人ヘ

部
親
王　
　
　

賀ヨ
シ

係ツ
キ

　
　
　

角
ツ
ノ
ヽ

朝
臣
廣
辨ナ

リ 

宿ス
ク

奈ナ

丸 

他ヲ
サ

田タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
オ
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第
九

　
　
　

忍ヲ
シ

壁カ
ヘ

皇ノ

子

　
　
　

雑
歌

1664　
　

ゆ
ふ
さ
れ
は
小
椋
の
山
に
ふ
す
鹿 

―
―

1666　
　

朝
霧
に
ぬ
れ
に
し
衣
ほ
さ
す
し
て
独
や
君
□
山
ち
こ
ゆ
ら
ん

1668　
　

白シ
ラ

埼サ
キ

は

幸
サ
キ
ク

在ア
リ

待マ
テ

大
舩
に
真
梶
繁シ

ヽ

貫ヌ
キ

又
か
へ
り
み
ん

1669　
　

三
名
部
ノ

浦
し
ほ
な
み
ち
そ
ね 

―
―

1670　
　

朝ア
サ

開
ヒ
ラ
キ

滂
出
て
わ
れ
は 

―
―

1671　
　

湯
羅
の
さ
き 

ー
―
― 

白
神
の
礒 
―
―

1672　
　

黒ク
ロ

牛ウ
シ

方カ
タ

塩
干
の
浦
を
紅
の
玉
裙
す
（
そそ

）
引
行
は
わ
か
つ
ま

1673　
　

風カ
サ

莫ナ
キ

の
濱
の
し
ら
浪 

―
― 

紀
伊
國

1675　
　

藤
白
の
三
坂
を
こ
ゆ
と

1676　
　

せ
の
山
に
も
み
ち
常ト

コ

敷シ
ク

―
―

1677　
　

山
と
に
は
き
こ
え
も
行
か
大オ

ホ

我カ

野ノ

の
竹タ

カ

葉ハ

か
り
し
き
ふ
せ
り
を
り
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
七
ウ

1678　
　

木
の
國
の

昔
ム
カ
シ

弓ユ
ミ

雄ヲ

の
響カ

フ

矢ラ

も
て
鹿シ

カ

と
り
な
ひ
く
坂
の
上ヘ

に
そ
あ
る

1680　
　

朝ア
サ

裳モ

𠮷ヨ
イ

木
へ
行
君
か
信マ

土ツ
チ

山 

―
―

　
　
　
　
　

詠
仙
人
形

（
消
）
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1682　
　

常ト
コ

シ
ヘ
ニ
夏
冬
ゆ
け
や

裘
カ
ハ
コ
ロ
モ

扇
は
な
た
す
山
に
す
む
人

1683　
　

い
も
か
手
を
と
り
て
引
よ
ち
う
ち
手
折
わ
か
ゝ
さ
す
へ
き
花
さ
け
る
か
も

1684　
　

春
山
は
ち
り
す
く
れ
と
も
三
和
山
は
い
ま
た
つ
ほ
め
り
君
待
か
て
に

1685　
　

河
の
瀬
の

激
タ
キ
ル

を
み
れ
は
玉
藻
か
も
ち
り
し
乱
て
あ
る
川
と
か
も

1686　
　

ひ孫
こ
星
の
か
さ
し
の
玉
の
つ
ま
恋
に
乱
に
け
ら
し
此
川
の
瀬
に

1687　
　

白
鳥
の
鷺
坂
山
の
松
影
に 

―
―

1688　
　

焱
ア
フ
リ

干ホ
ス

人
も
あ
り
や
も
ぬ
れ
き
ぬ
を
家
に
は
や
□
ん

覊
タ
ヒ
ノ

の

印
シ
ル
シ
ニ　

1689　
　

あ
り
そ
邊
に

著
ツ
キ
テ

榜
尼ア

マ

杏カ
ラ

人ヒ
ト

の
濱
を
す
く
れ
は
恋
し
く
あ
る
也

1690　
　

高
嶋
の
あ
と
川
浪
は

驟
サ
ワ
ケ

と
も
わ
れ
は
家
お
も
ふ
た
ひ
ね
か
な
し
も

1691　
　

客
に
あ
れ
は
三ヨ

ナ

更カ
ヲ

さ
し
て
て
る
月
の
高
嶋
山
に
か
く
ら
く
お
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
八
オ

1692　
　

我
恋
ふ
る
■
い
も
に
あ
は
さ
す
玉
□

（
ノ
ヵ
）
浦
に
衣
か
た
し
き
獨
か
も
ね
ん

1693　
　

玉
く
し
け
あ
け
ま
く
お
し
き

（
タ
ヵ
）

恡
ア
□
ラ

夜
を 

―
―

1694　
　

細タ
ク

比ヒ

礼レ

の
鷺
坂
山
の
し
ら
つ管
ゝ
し自 

―
―

1695　
　

妹
か
門
い
り
泉
川
の
床
な
め
に
み
雪
の
こ

れ
り
い
ま
た
冬
か
も　
　
　

■＊

名      　
　
　
　
　
　
　
　
＊
モ
ト
「
無
」
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
無
此
哥

1697　
　

家
人
の
つ
か
ひ
な
る
ら
し
春
雨
の
よ
く
れ
と
わ
れ
□

（
を
ヵ
）

ぬ
ら
す
と
思
へ
は

1699　
　

巨オ
ホ

椋ク
ラ

の
入
江
響
な
り
い
め
人
の

1700　
　

金
風
の
山
吹
の
瀬
の
な
る
な
へ
に
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1701　
　

さ
夜
中
と
夜
は
ふ
け
ぬ
ら
し
鴈
か
ね
の 

―
―

1702　
　

い
も
か
あ
た
り
し
け
き
苅カ

リ

音カ
ネ

夕
霧
に

1704　
　

ウ
チ

手タ

折ヲ
ル

多タ

武ム
ノ

山
霧
し
け
き
か
も
細
川
の
瀬
に
浪
の
さ
は
（
けけ

るり

）

1705　
　

冬フ
ユ

木コ

成ナ
リ

春
部
を
恋
て
う
へエ

し
木
の

1706　
　

黒
玉
の
夜
霧
は
立
ぬ
衣
手
の
高
屋
の
う
へ
に
た
な
ひ
く
ま
て
に

1707　
　

山ヤ
マ

代シ
ロ

の
久
世
の
鷺
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
八
ウ

1708　
　

春
草
を
馬
咋
山

1709　
　

御ミ

食ケ

む
か
ふ
南ミ

ナ

渕フ
チ

山
の
巖
に
は
ち
る
な波
み
た
れ
か
（
けけ

）
つ
り
の
こ
せ
る

1710　
　

わ
き
も
こ
か
（
泥
塗
）
赤ア

カ

裳モ

泥ヒ
ツ

塗チ
テ

う
へ
し
田
を
か
り
て
を
さ
め
ん
倉ク

ラ

無ナ
シ

の
濱

1711　
　

百モ
ヽ

傳ツ
テ

の
八
十
の
嶋
廻
を
榜
く
れ
と
粟
の
小
嶋
は
み
れ
と
あ
か
ぬ
か
も

1713　
　

瀧
の
う
へ
の
三
舩
の
山
よ
り
秋
つ
へ
に
き
な
き
わ
た
る
は
た
れ
よ
ふ
こ
鳥

1715　
　

樂サ
ヽ

波ナ
ミ

の
平ヒ

ラ

山
風
の
海
ふ
け
は
釣
す
る
あ
ま
の
袂ソ

テ

変
カ
ヘ
ル

み
ゆ

1716　
　

し
ら
浪
の
濱
松
の
木
の
手タ

酬ム
ケ

草
い
く
世
ま
て
に
か
年
（
のは

）
へ
ぬ
ら
ん

1717　
　

三ミ
ツ

川
カ
ハ
ノ

の
淵
瀬
も
お
ち
す
左サ

提テ

さ
し
（
てに

）

1722　
　

𠮷
野
川
河
浪
た
か
み
た
き
の
浦
を
み
す
か
な
り
な
ん
恋
し
き
ま
く
に

1723　
　

河
蝦
な
く
六ム

ツ

田タ

の
河
の
川
楊
の

1725　
　

古
イ
ニ
シ
ヘ

の

賢
サ
カ
シ
キ

―

人
の
あ
そ
ひ
け
ん
𠮷
野
の
川
原
み
れ
□
□
か
ぬ
か
も

（
消
）

（
消
）

（
消
）

（
消
）

（
消
）
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1726　
　

難
波
か
た
塩
干
に
出
て
玉
藻
か
る
あ
ま
の
を
と
め
ら
な
か
な
□

 （
告
ヵ
）

さ
ね

1729　
　

暁
の
夢
に
み
え
つ
ゝ
梶
嶋
の
石イ

ハ

越コ
ス

浪
の
し
き
て
し
そ
思

1730　
　

山
品
の
石イ

ハ

田タ

の
小
野
の
は
ゝ
そ
原
み
つ
ゝ
や
君
か
山
ち
こ
ゆ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
九
オ

1732　
　

母ヲ
モ

山ヤ
マ

に
霞
た
な
ひ
く

1734　
　

た
か
嶋
の
あ
し
り
の
海
を

1735　
　

わ
か
た
ゝ
み
三
重
の
河
原
の
礒
の
う
ら
に

1736　
　

山
高
み
し
ら
ゆ
ふ
花
に
落
た
き
つ
夏
み
の
川
と 

―
―

1737　
　

大オ
ホ

瀧タ
キ

を
過
て
夏
み
に
そ
ひ
て
ゐ
て
き
よ
き
川
瀬
□
み
る
か
さ
や
け
さ

　
　
　
　
　

詠
上
総
末
珠
名
娘
子
一
首   

并
短
哥

1738　
　

水シ

長ナ
カ

鳥ト
リ

あ
は
に
継ツ

キ

た
る
梓
弓
末ス

エ

の
珠タ

マ

名ナ

は
胸ム

ネ

別ワ
ケ

の  

云
々  

端
ウ
ツ
ク

正
シ
ケ
サ

に

　
　
　
　
　

詠
水
江
浦
嶋
子
一
首  

并
短
哥

1740　
　

春
の
日
の
か
す
め
る
時
に
墨
吉
の
岸
に
出
ゐ
て
釣
舩
の  
云
々   

水
江
の
浦

　
　
　

嶋
の
兒
の
堅カ

ツ
―

魚ヲ

釣ツ
リ

鯛タ
イ

釣ツ
リ

矜
カ
ネ
テ

及
ナ
ヌ
カ

レ

七マ
テ

―

日
家
に
も
こ来
す
て
海ウ

ミ

界キ
ハ

を
過
て

　
　
　

榜
行
に  

云
々  

世ヨ
ノ

間ナ
カ

之ノ

愚
シ
レ
タ
ル

人ヒ
ト

之ノ

。
云
々 

け
ふ
の
こ如
と
あ
は
ん
と
な
ら
は
此
篋
を
開
ク

な

　
　
　

ゆ
め
と  

云
々  

家
を
出
て
三ミ

歳ト
セ

の
程
に
墻
も
な
く
家
滅ウ

セ

め
や
と
此
筥

　
　
　

を
あ
け
て
し
み
て
は  

云
々  

玉
―

篋
ク
シ
ケ

小
ス
コ
シ

披
ア
ク
ル

に
白
雲
の
箱
よ
り
出
て
常ト

コ

世ヨ

へ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

」
九
ウ



学
習
院
大
学
所
蔵
『
万
葉
聞
書
』
に
つ
い
て

53

　
　
　

棚
引
ぬ
れ
は
立
―

走
リ 

云
々 

わ
か
ゝ
り
し
皮
も
皺シ

ハ

み
ぬ
黒
か
り
し
髪
も

　
　
　

白シ
ラ

斑ケ

ぬ

1741　
　

常
世
に
住
へ
き
物
を

釼
ツ
ル
キ

刀タ
チ

わ
か
心
か
ら
お
そ
や
こ
の
君

　
　
　
　
　

見
河
内
大
橋
獨
去
娘
子

1742　
　

級シ
ナ

照テ
ル

や
片カ

タ

足ア
ス

羽ハ

河
の
左サ

丹ニ

ぬ
り
の
大
―

橋
の
う
へ
従ユ

紅
の
赤
裳
す
そ

　
　
　

ひ
き
山
藍ア

ヒ

用モ
テ

す
れ
る
き
ぬ
き
て  

云
々  

若
草
の
つ
ま
（
しか

）
あ
る
ら
ん

橿
カ
シ
ノ

實ミ
ノ

　
　
　

獨
か
ぬ
ら
ん

1744　
　

前サ
キ

玉
の
小ヲ

埼サ
キ

の
池
に
鴨
そ
翼ハ

ネ

霧キ
ル

を
の
か
身
に
ふ
り
を
け
る
霜
を
は
ら
ふ
と
に

　
　
　

あ
ら
し

1745　
　

三ミ
ツ

栗ク
リ

の
中
に
む
か
へ
る

曝
サ
ラ
シ

井ヰ

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⎝

名
寄
無
之

1746　

Ｏ
遠
妻
し
高タ

カ

に
あ
り
せ
は
し
ら
す
と
も
手
綱
の
濱
の
尋
ね
き
な
ま
し

　
　
　
　
　

春
三
月
諸
卿
大
夫
等
下
難
波
時
哥

1747　
　

白
雲
の
龍
田
山
の
瀧
上
の
小ヲ

按ク
ラ

の
嶺
に
さ
き
を
せ
る
桜
の
花
は
山
高
み 

云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
十
オ

　
　
　

最ホ

■ツ

末
枝エ

に
は  

云
々

1748　
　

吾
ゆ
き
は
七
日
は
す
き
し
龍
田

コ彦ヒ
■

勒ユ
メ

此
花
を
風
に
ち
ら
す
な

　
　
　
　
　

反
哥

1750　
　

暇
イ
ト
マ

あ
ら
は
な
つ
さ
ひ
わ
た
り

向
ム
カ
ツ

峯ヲ

の
桜
の
花
も
お
ら
ま
し
物
を

（
消
）



54

　
　
　
　
　

難
波
經
宿
明
日
還
来 

―
―

1751　
　

河カ
ハ

副ソ
ヒ

の
丘ヲ

カ

邊
の
道
に

　
　
　
　
　

検
税
使
大
伴
卿
登
筑
波
山 

―
―

1753　
　

衣
手
の
常ヒ

タ
チ陸

國
の
二フ

タ

並ナ
ミ

の
筑
波
の
山
を  

云
々 

熱
ア
ツ
ケ
キ

に 

汗ア
セ

か
き
な
け
て

　
　
　
云
々  

委マ
ク

―

曲
ハ
シ
ニ　

　
　
　
　
　

詠
霍
公
鳥

1755　
　

鶯
の
生カ

イ

卵コ

の
中
に
霍
公
独
う
ま
れ
て
己サ

カ

父
に
似
て
は
な
か
す
己サ

カ

母
に
似

　
　
　

て
は
な
か
す
卯
花
の  

云
々  
橘
を
居ヰ

ち
ら
し

　
　
　
　
　

反
哥

1756　
　

搔カ
キ

霧キ
ラ

し
雨
の
ふ
る
夜
を 

―
―

　
　
　
　
　

登
筑
波
山
哥 

―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
十
ウ

1757　
　

草
枕  

云
々  

つ
く
は
ね
に
の
ほ
り
て
み
れ
は
尾
花
ち
る
し
つ
く
の
田
井
に

　
　
　

鴈
か
ね
も
寒
く
き
な
き
ぬ
新ニ

ヒ

治ハ
リ

の
鳥
羽
の
淡ア

フ

海ミ

も
秋
風
に

　
　
　
　
　

反
哥

1758　
　

つ
く
は
ね
の
す
そ
は廻
の
田
井
に
秋
田
か
る
い
も
か
り
や
ら
ん
も
み
ち
手
折
ラ

な

　
　
　
　
　

登
筑
波
嶺
為
嬥
歌

1759　
　

鷲
の
住
つ
く
は
の
山
の
裳モ

羽ハ

服キ

津ツ

の
其
津
の
う
へ
に  

云
々  

人
も
こ
と
ゝ
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へ
此
山
を
牛ウ

シ

掃ハ
ク

神カ
ミ

の
む
か
し
よ
り

　
　
　
　
　

詠
鳴
鹿
歌

1761　
　

三
垣
の
山
に
秋
芽
子
の  

云
々

1763　
　

倉
橋
の
山
を
た
か
み
か 

―
―

　
　
　
　
　

七
夕
哥

1764　
　

久
方
の
天ノ

漢
カ
ハ
ラ

に

上
ノ
ホ
リ

瀬
に
珠
橋
わ
た
し
く
た
り
湍
に
舩
う
け
す
へ
て

　
　
　

雨
ふ
り
て 

―
―

1765　
　

天
漢
き
り
立
わ
た
り
旦
今
日
〳
〵
と
わ
か
待
君
か
舩
出
す
ら
し
も

1766　
　

わ
き
も
こ
は
く
し
ろ
に
あ
ら
な
ん
左
手
の
吾
奧
の
手
に
ま
き
て
い
な
ま
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
十
一
オ

1770　
　

三
諸
の
や
神
の
お
は
せ
る
泊
瀬
川
水ミ

尾ヲ

の
た
え
す
は
わ
れ
わ
す
れ
め
や

1772　

Ｏ
を
く
れ
ゐ
て
わ
れ
は
や
恋
ん
稲
見
野
の
秋
芽
子
見
つ
ゝ

＊■い

な
ん
こ
ゆ
へ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
モ
ト
「
イ
」
カ

　
　
　
　
　

右
大
神
大
夫
任
筑
紫
國
時
作

＊

　
名
寄
イ
ナ
ミ
野
■
■
萩
の
哥
無
之
可
書
加
歟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
モ
ト
「
無
之
」
カ

1773　
　

神
な
ひ
の
神
よ
り
板
に
す
る
杉
の
お
も
ひ
も
す
き
す
恋
の
し
け
き
に

1775　
　

泊
瀬
川
夕
渡
り
き
て 

―
―

1776　

Ｏ
絶タ

ユ

等ラ

寸キ

の
山
の
峯オ

ノ

上ヘ

の
桜
花 

―
―

1777　
　

君
な
く
は
な奈
と何
身ミ

将カ
サ

装ラ
ム

餝
く
し
け
な
る
黄ツ

楊ケ

の
小ヲ

梳ク
シ

も
と
ら
ん
と
も
せ
す

1778　
　

あ
す
よ
り
は
わ
れ
は
恋
ん
な
名ナ

欲ホ
リ

山
石イ

ハ

踏フ
ミ

平
ナ
ラ
シ

君
か
こ
え
い
な
は
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鹿
嶋
郡 

ー
―
―

1780　
　

牡
コ
ト
ヒ

牛ウ
シ

の
三ミ

宅ヤ
ケ

の
酒
に
さ
し
む
か
ふ 

―
―

　
　
　
　
　

反
哥

1781　
　

海ウ
ミ

津ツ

路チ

の
な
き
な
ん
時
も
わ
た
ら
な
ん 

―
―

1783　
　

松マ
ツ

反
カ
ヘ
リ

四シ

臂ヒ
■

て
ニ

あ
れ
や
は
三
栗
の
中
に
い
て
こ
す 

―
―　
　
　
釈
か
ゝ
り

　
　
　
　
　

贈
入
唐
使
歌

1784　
　

海
若
の
い
つ
れ
の
神
を
斎タ

ム
ケ祈

は
か
往ユ

ク

方サ

も
来ク

方サ

も
舩
の
は
や
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
十
一
ウ

　
　
　
　
　

神
亀
五
年
秋
八
月
哥

1785　
　

人
と
な
る  

云
々  

天ア
マ

離
サ
カ
ル

夷ヒ
ナ

治
オ
サ
メ

に
と 
―
―

　
　
　
　
　

反
哥

1786　
　

み
こ
し
ち
の
雪
ふ
る
山
を
こ
え
ん
日
は
と
ま
れ
る
わ
れ
を
か
け
て
小シ

竹ノ

は
ん

　
　
　
　
　

天
平
元
年

1787　
　

虚
蟬
の  

云
々  

石
上
ふ
り
に
し
里
に
紐
と
か
す
ま
ろ
ね
を
す
れ
は
わ
か
■キ

た
る

　
　
　

衣
は
な
れ
ぬ

　
　
　
　
　

天
平
五
年

1790　
　

秋
萩
を
妻
と
ふ
鹿
こ
そ  

云
々  

客タ
ヒ

に
し
ゆ
け
は
竹タ

カ

珠タ
マ

を
密シ

ヽ

に
ぬ
き

　
　
　

垂タ
レ

斎
イ
ハ
ヒ

戸ヘ

に
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反
哥

1791　
　

客
人
の
屋
と
り
せ
ん
野
に
霜
ふ
ら
は
わ
か
こ
は
く
ゝ
め
天
の
鶴ツ

ル

群ム
ラ

　
　
　
　
　

思
娘
子
作

1792　
　

白
玉
の
人
の
そ
の
名  

云
々  

下
檜ヒ

山
下
行
水
の
う
へ
に
い
て
す 

―
―

　
　
　
　
　

反
哥

1793　
　

垣
保
な
す
人
の
横ヨ

コ

辞コ
ト

し
け
き
か
も 

―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
十
二
オ

1794　
　

立
か
は
る
月
か
さ
な
り
て
あ
は
さ
れ
は 

―
―

　
　
　

挽
哥

1795　
　

い
も
ら
か
り
い
ま
木
の
山

1797　
　

塩
氣
た
つ
あ
ら
礒
に
は
あ
れ
と

1798　
　

ふ
る
き
家
に
い
も
と
わ
か
み
し
黒
玉
の
く
ろ
牛
か
た
を
み
れ
は
さ
ふ
し
も

1799　
　

玉
津
嶋
礒
の
う
ら
ま
の
ま
な
こ
に
も

　
　
　
　
　

過
足
柄
坂 

―
―

1800　
　

小ヲ

垣カ
キ

内ウ
チ

之
麻ア

サ

を
引ヒ

キ

ほ
し  

云
々  

白シ
ロ

細タ
ヘ

の
紐ヒ

モ

を■

も
と
か
す
一
重エ

ゆ
ふ
帯

　
　
　

を
三
重
ゆ
ひ

　
　
　
　
　

過
葦
屋
處
女
墓
時
作

1801　
　

古
の
益マ

ス

荒ラ

丁ヲ
ト

子コ

の  

云
々  

あ
し
の
屋
の
う
な
ひ
を
と
め
の
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反
哥

1802　
　

い
に
し
へ
の
小サ

竹ヽ
田
を
の
こ
の
妻
と
ひ
し
う
な
ひ
を
と
め
の
奧
つ
き
そ
こ
れ

　
　
　
　
　

哀
弟
死
去 

―
―

1804　
　

父
母
か  
云
々  

朝
露
の
け
や
す
き
命  

云
々  

黄ヨ

泉ミ

の
さ
か
ひ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
十
二
ウ

　
　
　

は
ふ
つ
た
の
各ヲ

ノ

カ々

向ム
キ

〳
〵
天
雲
の 

―
― 

十シ

六ヽ
の  

云
々  

葦
垣
の
お
も
ひ
み
た
れ
て

　
　
　

春ウ
ク

鳥ヒ
ス

の
ね
の
み
な
き
つ
ゝ
味ア

チ

澤サ
ハ

相ウ

　
　
　
　
　

反
哥

1806　
　

あ
し
ひ
き
の
荒
山
中
に
を
く
り
を
き
て 

―
―

　
　
　
　
　

詠
勝カ

ツ

鹿シ
カ

真ノ
マ

間マ
ノ

娘
子 

―
―

1807　
　

雞
ト
リ
カ

鳴 

―
― 

か
つ
し
か
の
ま
ゝ
の
て
こ
な
か
麻ア

サ

衣キ
ヌ

に
青ア

ヲ

衿
フ
ス
マ

き
て

　
　
　
　
　

反
哥

1808　
　

か
つ
し
か
の
ま
ゝ
の
井
み
れ
は

　
　
　
　
　

見
菟ウ

原ナ
イ

処
女
墓 

―
―

1809　
　

あ
し
の
屋
の 

―
―　

焼ヤ
キ

大
刀
の
手
か
ひ
を
し
ね
り
白シ

ラ

檀マ

弓
靭ユ

キ

と
り

負
オ
ヒ
テ　

　
　
　

水
に
入
火
に
も
い
ら
ん
と  

云
々  

完シ
ヽ

串ク
シ

呂ロ  

云
々  

如モ

―

己コ
ロ

男ヲ

尓ニ

ま
け
て
は

　
　
　

あ
ら
し
と
懸カ

ケ

佩ハ
キ

の
小ヲ

釼タ
チ

と
り
は
き
冬サ

ネ

蕷カ

つ
ら
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■
■
私　
　
　
　
直
答

　
　
　
　
　
　

右
ヲ
ト
メ
墓
事
全
篇
可
見
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
正
十
六　

六　

十
九
日
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
十
三
オ
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